
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
チ
ベ
ツ

ト

-
漠
地
聞
の
交
通
と
姑
亦

山

本

明

志

は

め

に

第
一
章
チ
ベ
ッ
ト
併
の
往
来

第

一

節

一

集

圏

の

規

模

第
二
節
年
聞
の
往
来
規
模

第
二
章
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
物
資
輸
送

第
一
節
チ
ベ
ァ
ト
倫
の
鋪
馬
に
よ
る
物
資
輸
送

第
二
節
車
輔
・
船
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
輸
送

第
三
節
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
の
輸
送
を
め
ぐ
っ
て

お

わ

り

に

じ
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は

じ

め

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
そ
の
領
域
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
土
に
唐
げ
て
い
く
中
、
チ
ベ
ッ
ト
も
そ
の
軍
事
力
に
抗
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
太
宗
オ
ゴ
デ
イ
の
次
子
コ
デ
ン
の
軍
が
二
二
二
九

1
四

O
年
に
チ
ベ
ッ
ト
に
侵
攻
し
、
こ
の
時
酷
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の

十

世
紀

直
接
的
な
関
係
が
始
ま
る
[
岡
同
一
九
六
二
]
。
世
組
ク
ピ
ラ
イ
の
時
代
に
な
る
と
、
大
元
ウ
ル
ス
(
元
朝
)
は
一
二
六
四
年
に
線
制
院
(
一
二
八
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八
年
に
宣
政
院
と
改
稽
)
を
創
設
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
関
わ
る
業
務
を
捨
首
さ
せ
る
一
方
、

チ
ベ
ッ
ト
本
土
に
も
烏
思
戒
納
里
速
古
魯
孫
等
三
路
宣
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慰
使
司
都
一
冗
帥
府
な
ど
の
出
先
機
関
を
設
置
す
る
。
先
行
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
行
政
機
構
に
闘
わ
る
制
度
面
か
ら
、
大
一
冗
ウ
ル
ス
の
封
チ
ベ

ッ
ト
政
策
が
検
討
さ
れ
て
き
た
[
張
一
九
九
八
な
ど
]
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
に
閲
わ
る
大
元
ウ
ル
ス
の
官
街
が
貰
際
に
果
た
し
た
役
割
な
ど
に

つ
い
て
は
史
料
の
絶
封
量
が
少
な
く
、
分
析
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
の
賦
況
を
解
明
す
る
に
は
、
新
た
な

手
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、

チ
ベ
ッ
ト
借
パ
ク
パ
が
大
元
ウ
ル
ス
に
お
い
て
園
師
、
後
に
帝
師
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト
悌
教
が
歴

チ
ベ
ッ
ト
悌
数
サ
キ
ャ
抵
の
憎
が
帝
師
位

代
カ
ア
ン
に
隼
崇
さ
れ
た
事
賓
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
順
帝
ト
ゴ
ン
テ
ム
ル
が
北
蹄
す
る
ま
で
、

を
継
承
し
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
稲
葉
正
就
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
[
稲
葉
一
九
六
五
]
、
乙
坂
智
子
は
帝
師
の
位
置
づ
け
を
中
華
王
朝
と

し
て
の
元
朝
の
釘
外
政
策
の
枠
組
み
か
ら
分
析
し
て
い
る
[
乙
坂
会
九
八
九
な
ど
]
。
特
に
ク
ビ
ラ
イ
時
代
以
降
、

カ
ア
ン
の
近
遣
に
は
絶
え
ず

チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
が
侍
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
石
漬
裕
美
子
が
指
摘
す
る
と
お
り
、

カ
ア
ン
の
居
所
た
る
大
都
に
は
チ
ベ
ッ
ト
式
の
備
塔
が
建
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て
ら
れ
[
石
演
二
O
O
二]、

チ
ベ
ッ
ト
悌
教
に
よ
る
法
舎
が
奉
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
[
石
漬
一
九
九
四
/
石
漬
二
O
O
一]
0

歴
代
カ
ア
ン
と
チ
ベ
ッ
ト
偶
数
と
の
闘
わ
り
が
深
い
と
い
う
事
賓
は
、
今
奉
げ
た
先
行
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
帝
師
以

外
の
チ
ベ
ッ
ト
借
に
日
を
向
け
て
み
る
と
、
彼
ら
の
大
元
ウ
ル
ス
内
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
大
元
ウ

ル
ス
中
植
に
お
い
て
活
躍
し
た
チ
ベ
ッ
ト
僧
と
し
て
は
、
ま
ず
帝
師
が
お
り
、
こ
こ
に
研
究
が
集
中
す
る
の
は
嘗
然
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

カ

ア
ン
の
庇
護
の
も
と
で
チ
ベ
ッ
ト
偶
数
に
よ
る
法
舎
を
大
々
的
に
行
う
際
、
そ
れ
を
帝
師
一
人
の
力
で
取
り
仕
切
る
こ
と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
帝
師
以
外
の
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
借
の
存
在
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
カ
ア
ン
の
も

と
に
や
っ
て
き
た
帝
師
以
外
の
僧
侶
の
姿
を
見
出
せ
る
記
事
は
、
首
該
時
代
の
基
本
史
料
で
あ
る

『
元
史
』
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

と
こ
ろ
が
幸
い
に
も
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
一
六
一
九
四
二
六
「
結
」
(
以
下
『
拙
赤
』

一
九
、
『
謄
姑
」

一
二
と
表
記
す
る
)
に
は
、

帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
借
に
関
わ
る
記
述
が
比
較
的
豊
富
に
蔑
さ
れ
て
い
る
。
乙
坂
は
こ
の
史
料
群
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、
元
朝
の
封
チ

ベ
ッ
ト
政
策
に
言
及
す
る
際
に
取
り
上
げ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
ま
で
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い

[
乙
坂
一
九
八
九
、
三
六
頁
/
乙
坂
一
九



九
O
、
五
八
|
五
九
頁
]
。
こ
の
史
料
群
は
、
現
在
は
そ
の
大
半
が
失
わ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
政
書
「
経
世
大
典
」

の
拍
赤
門
だ
け
で
な

く
、
『
六
保
政
類
」
『
大
徳
典
章
」
『
成
憲
綱
要
」
と
い
っ
た
首
該
時
代
の
諸
史
料
か
ら
も
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
謄
惇
シ
ス
テ
ム
た
る
描
赤
(
ジ

ヤ
ム
チ
)
に
闘
わ
る
公
文
書
を
牧
集
し
て
お
り
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
用
い
て
結
赤
シ
ス

(
2
)
 

テ
ム
白
樫
を
検
討
し
た
先
行
研
究
は
今
に
至
る
も
多
く
は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
交
通
史
研
究
に
と
っ
て
第
一
級
の
史
料
群
で
は
あ

る
も
の
の
、
ま
だ
全
面
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

本
稿
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
い
て
、
帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
の

『
、
氷
山
栄
大
典
』
所
収

の
姑
赤
関
係
の
史
料
群
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞
に
お

チ
ベ
ッ
ト
償
の
往
来
と
物
資
の
輸
送
の
具
盟
像
を
示
し
、
首
該
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
の
朕
況
を
理
解
す
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
。
な
お

本
稿
で
は
、
大
元
ウ
ル
ス
内
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
リ
ア
と
宣
政
院
管
轄
領
域
以
外
を
、
便
宜
的
に
「
漠
地
」
と
稀
す
る
。

け
る
、

佐
田
川
一
立
早

チ
ベ
ッ
ト
借
の
往
来
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チ
ベ
ッ
ト
僧
た
ち
が
カ
ア
ン
や
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
の
隼
崇
を
受
け
て
間
歩
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

(
3
)
 

す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
仁
宗
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
時
代
(
一
三
一
一
二
三
一
O
年
)
に
鄭
介
夫
は
唐
代
に
お
け
る

も
つ

(
4
)

舎
昌
の
麿
仰
の
例
を
引
き
つ
つ
「
先
ず
西
番
の
大
師
の
京
都
に
留
ま
る
者
を
将
て
、
植
を
以
て
敦
く
遣
り
、
悉
く
固
に
還
ら
し
む
べ
し
」
と
上

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
大
都
に
お
い
て
、

奏
し
て
い
る
。
「
西
番
」

の
語
は
こ
の
時
代
、
基
本
的
に
チ
ベ
ッ
ト
を
指
す

[
p
g
r
z戸
官
出
色
。
こ
の
護
言
は
、
大
都
に
い
る
チ
ベ
ッ

ト
惜
の
数
が
問
題
覗
さ
れ
る
ほ
ど
多
か
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
大
都
に
や
っ
て
来
る
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
は
、
ど
れ
程
多

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
大
都
を
含
む
漢
地
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
聞
に
お
け
る
、
帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
信
の
往
来
の
規
模
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
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第
一
節

一
集
圏
の
規
模

ま
ず
、

チ
ベ
ッ
ト
・
大
都
聞
を
往
来
す
る
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
一
グ
ル
ー
プ
の
規
模
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
姑
赤
」
六
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

[A]
延
祐
三
(
一
三
一
六
)
年
正
月
十
四
日

(

-

J

)

ワ
ン
チ
エ
ン
タ
ク
ジ
ャ
ン
ベ
ル

(
6
)

都
功
徳
使
輩
異
乞
刺
思
拍
班
奏
し
て
聖
旨
を
奉
じ
た
る
に
、

チ
ュ

l
ロ
(
7
)

ノ
ナ
ム
ギ
ェ
ル
ソ
ェ
ン
(
日
)
ド
カ
ム

(
9
)

「
棚
思
羅
師
父
・
門
徒
の
峻
南
監
裁
は
、
乃
木
甘
思
の
地
に
回
ら
ん
と
欲
す
。

(
日
)

本
船
旧
は
毎
年
三
十
の
衆
を
率
い
、
股
の
矯
に
好
事
を
起
建
具
迭
す
る
こ
と
一
月
。
其
れ
省
部
を
し
て
酪
酌
せ
し
め
、
鋪
馬
を
麿
副
し
以
て

カ
ア
ン
が
く
だ
さ
れ
た

行
か
し
む
べ
し
」
と
。
兵
部
議
し
得
た
る
に
、
索
む
る
所
の
鋪
馬
は
、
別
に
欽
賓
の
御
賓
の
〔
捺
さ
れ
た
〕
聖
旨
無
し
。
都
省
に

(
日
)

具
呈
し
て
給
降
す
。
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本
案
件
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
官
一
政
院
と
と
も
に
偽
教
関
係
業
務
を
管
轄
す
る
都
功
徳
使
司
の
リ
ン
チ
エ
ン
タ
ク
ジ
ヤ
ン
ベ
ル
が
、

時
の
カ
ア
ン
仁
宗
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
に
上
奏
し
、
次
の
よ
う
な
聖
旨
を
得
る
。
チ
ベ
ッ
ト
僧
チ
ュ

l
ロ
と
ソ
ナ
ム
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
、
三
十
人

の
僧
侶
を
引
き
連
れ
て
毎
年
一
ヶ
月
間
、
カ
ア
ン
の
た
め
に
悌
事
を
行
い
に
や
っ
て
く
る
。
い
ま
彼
ら
が
ド
カ
ム
に
蹄
還
す
る
に
際
し
、
中
主
目

(ロ)

省
と
、
中
央
で
拙
赤
を
管
理
す
る
兵
部
は
チ
ュ

l
ロ
一
行
に
鋪
馬
を
支
給
す
る
よ
う
に
、
と
。
兵
部
は
こ
れ
を
、
つ
け
て
検
討
し
、
鋪
馬
を
支
給

(
日
)

す
る
の
に
必
要
な
御
賓
の
捺
さ
れ
た
鋪
馬
聖
旨
の
能
分
が
兵
部
に
は
無
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
兵
部
は
中
書
省
に
上
申
し
、

一
行
に
鋪
馬
聖

旨
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
常
、
使
臣
が
鋪
馬
聖
旨
を
得
る
に
は
、
ま
ず
中
書
省
に
護
給
を
申
請
し
、
兵
部
(
あ
る
時
期
は
通
政
院
)
が
検
討
し
た
上
で
出
張
誼
明
書
で

ベ

ル

ケ

あ
る
別
里
寄
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
翰
林
院
が
別
里
寄
に
基
づ
い
て
パ
ク
パ
丈
字
で
鋪
馬
聖
旨
を
書
寓
し
、
よ
う
や
く
使
臣
に

護
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
[
山
崎
一
九
五
四
、
四
三
七
四
三
八
貝
/
黛
二
O
O
六
、
二
一
二
二
二
四
頁
っ
た
だ
し
特
定
の
官
街
は
、
自
身
の
官
街

が
抵
遣
す
る
使
臣
の
た
め
の
鋪
馬
聖
旨
を
何
通
か
保
有
し
て
い
た
[
黛
二
O
O
六
、
二
一
二
頁
]
。
兵
部
が
「
御
賓
の
聖
旨
無
し
」
と
言
う
の
は
、



首
時
兵
部
が
保
有
し
て
い
る
鋪
馬
聖
旨
に
徐
分
が
無
か
っ
た
こ
と
を
音
惇
ゆ
す
る
。

一
方

[A]
の
上
奏
者
は
悌
教
関
係
業
務
を
捨
首
す
る
都
功

徳
使
司
の
官
員
で
あ
り
、
問
題
の
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
に
便
宜
を
固
ろ
う
と
し
て
上
奏
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
兵
部
が
上
申
書
を
中
書

省
に
迭
り
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
た
ち
に
鋪
馬
聖
旨
が
護
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
史
料

[A]
に
後
績
す
る
次
の
案
件
か

ら
も
判
明
す
る
。

[B]
延
祐
二
一
(
一
一
一
一
一
六
)
年
四
月
十
二
日

ベ
ル
ギ
ウ

l
セ

ル

(

日

)

サ

ム

テ

ン

(

日

)

丞
相
阿
散
・
平
章
李
道
復
・
冗
伯
都
刺
等
奏
す
ら
く
、
「
班
吉
斡
節
見
講
主
の
下
の
三
丹
講
主
は
疾
有
れ
ば
、
旨
を
奉
じ
て

リ

ン

チ

エ

ン

タ

ク

(

凶

)

チ

ュ

1
ロ

輩
直
一
乞
刺
思
師
父
と
同
に
西
番
に
回
還
せ
し
む
。
三
丹
及
び
其
の
徒
は
共
に
四
人
な
れ
ば
鋪
馬
四
匹
を
起
こ
す
。
又
た
捌
思
羅
師
父
・
徒

ソ

ナ

ム

ギ

ヱ

ル

ソ

ヱ

ン

た

り

な

い

か

い

し

ゅ

う

弟
の
唆
南
監
戴
等
六
人
に
馬
六
匹
を
起
こ
せ
り
。
都
省
の
見
存
の
鋪
馬
聖
旨
は
敷
か
ず
。
若
し
此
の
借
に
興
、
つ
れ
ば
、
亦
た
拘
牧
し
難

チ
ベ
ッ
ト
に
も
ど
る
そ
う

し
。
合
に
西
番
の
回
借
〔
に
つ
い
て
の
規
定
〕
を
定
擬
す
る
こ
と
無
か
る
べ
け
ん
や
。
今
翰
林
院
は
酪
酌
し
て
〔
護
給
数
を
〕
揮
節
す

(
口
)

る
も
、
〔
三
丹
一
行
の
た
め
に
〕
聖
旨
を
語
寓
し
て
之
に
輿
う
」
と
。
旨
を
奉
じ
て
准
さ
れ
た
り
。
都
省
は
欽
依
し
て
施
行
す
。

カ
ア
ン
の
ご
命
令
で
リ
ン
チ
エ
ン
タ
ク
と
一
緒

99 

丞
相
阿
散
ら
が
次
の
よ
う
に
上
奏
す
る
。
チ
ベ
ッ
ト
僧
サ
ム
テ
ン
が
病
気
で
あ
る
た
め
に
、

に
チ
ベ
ッ
ト
に
蹄
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ム
テ
ン
一
行
は
四
人
な
の
で
、
鋪
馬
四
匹
を
支
給
す
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
以
前
に
チ
ュ

l

ロ
と
弟
子
の
ソ
ナ
ム
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
一
行
六
人
に
鋪
馬
六
匹
を
支
給
し
て
い
る
。
中
書
省
が
保
有
し
て
い
る
鋪
馬
聖
旨
の
数
は
そ
の
た
め
足
り

な
い
。
さ
ら
に
、
も
し
サ
ム
テ
ン
た
ち
に
中
書
省
保
有
の
鋪
馬
聖
旨
を
支
給
し
て
し
ま
え
ば
、
彼
ら
か
ら
鋪
馬
聖
旨
を
回
牧
す
る
の
が
困
難
で

あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
へ
踊
る
借
に
鋪
馬
聖
旨
を
支
給
す
る
上
で
の
規
定
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
翰
林
院
に
は
状
況
を
勘
案
し
て
鋪
馬
聖
旨
の
護

給
数
を
調
整
さ
せ
る
が
、

サ
ム
テ
ン
一
行
に
封
し
て
は
、
パ
ク
パ
字
の
鋪
馬
聖
旨
を
翰
林
院
に
翻
謹
書
寓
さ
せ
て
支
給
す
る
こ
と
に
す
る
、
と
。

(
凶
)

こ
の
上
奏
は
聖
旨
を
得
て
許
可
さ
れ
た
。
中
書
省
は
こ
の
決
定
を
つ
つ
し
ん
で
履
行
す
る
。
以
上
が
本
案
件
の
概
要
で
あ
る
。

チ
ュ

l
ロ

ソ

ナ

ム

ギ

ェ

ル

ソ

ェ

ン

ま
ず
、
「
棚
思
羅
師
父
・
徒
弟
の
唆
南
監
戒
等
六
人
に
馬
六
匹
を
起
こ
せ
り
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
料

[A]
の
チ
ュ

1
ロ
と
弟
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子
の
ソ
ナ
ム
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
が
時
還
す
る
際
、
そ
の
一
行
が
六
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

[A]
で
は
、
毎
年
三
十
人
の
借
が
カ
ア
ン
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の
も
と
に
来
て
い
る
と
あ
る
が
、
漠
地
・
チ
ベ
ッ
ト
聞
を
三
十
人
全
員
で
移
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し

[B]
を
参
照

す
れ
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
時
路
に
お
い
て
は
六
人
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
往
路
に
お
い
て
も
集
圏
で
移
動
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
史
料

[B]
で
主
た
る
話
題
と
な
っ
て
い
る
サ
ム
テ
ン
の
一
行
は
、

チ
ベ
ッ
ト
に
戻
る
際
、
四
人
の
グ
ル

1

プ
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

ま
た

『
拍
赤
』
六
に
は
、

二
件
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。

一
件
は
延
一
晴
元
(
一
三
会
四
)
年
の
も
の
で
あ
る
。

[
C

ニ
延
茄
元
(
二
三
四
)
年
十
月
二
十
七
日タ

ク
パ
ベ
ル
(
川
口
)

是
の
日
、
中
書
省
又
た
奏
す
ら
く
、
「
西
番
信
の
乞
刺
思
八
班
等
六
人
は
、
元
と
鋪
馬
十
一
匹
を
起
し
て
都
に
赴
け
り
。
今
回
還
せ
ん
と

(
初
)

欲
し
、
止
だ
三
人
有
る
の
み
な
れ
ど
も
、
復
た
元
来
の
馬
数
を
索
む
o

(
後
掲

[
C

二
]
に
績
く
)

0

チ
ベ
ッ
ト
信
の
タ
ク
パ
ベ
ル
一
行
六
名
は
、
鋪
馬
十
一
匹
を
利
用
し
て
大
都
に
や
っ
て
き
た
。
い
ま
、

チ
ベ
ッ
ト
へ
戻
る
に
際
し
、
三
名
の

み
が
踊
る
が
、
来
た
と
き
と
同
じ
く
十
一
匹
の
鋪
馬
の
利
用
を
要
求
し
て
き
た
、
と
中
主
日
省
が
上
奏
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

チ
ベ
ッ
ト
借

100 

タ
ク
パ
ベ
ル
の
一
行
が
、
大
都
へ
向
か
う
と
き
は
六
人
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
に
戻
る
際
は
三
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
集

圏
で
移
動
す
る
が
、
同
行
者
の
一
部
は
大
都
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
讃
み
と
れ
る
。

ギ
ャ
ワ
サ
ン
ボ
(
引
)

も
う
一
件
は
延
祐
四
(
一
三
一
七
)
年
九
月
の
案
件
で
、
同
年
閏
正
月
二
十
五
日
に
「
西
番
の
大
師
加
瓦
載
卜
等
七
人
」
が
、
ま
た
二
月
一

ワ

チ

ャ

ガ

ン

ブ

カ

パ

タ

ン

(

幻

)

日
に
「
西
番
の
信
短
木
察
包
干
不
花
八
恰
失
等
二
十
一
人
」
が
拍
赤
で
拍
官
た
ち
を
鞭
で
打
っ
た
事
件
に
言
及
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、

チ
ベ
ッ
ト
・
大
都
聞
を
往
来
す
る
チ
ベ
ッ
ト
借
の
一
グ
ル
ー
プ
の
規
模
と
し
て
、
三
人
・
四
人
・
六
人
・
七
人
・
二
十
一
人
と

い
う
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
い
は

[A]
か
ら
三
十
人
の
グ
ル
ー
プ
も
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
車
濁
で
往

来
し
て
い
る
例
は
な
く
、
数
人
か
ら
数
十
人
ま
で
、

一
グ
ル
ー
プ
の
構
成
人
数
に
は
あ
る
程
度
の
幅
が
あ
っ
た
黙
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た

[A]
か
ら
は
、

カ
ア
ン
の
た
め
に
悌
事
を
行
う
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
、

チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
が
大
都
へ
赴
い
て
い
た
こ
と
も
判

る
。
こ
の
事
賓
も
注
目
に
値
す
る
。
漢
地
へ
赴
く
チ
ベ
ッ
ト
借
は
、

カ
ア
ン
の
た
め
に
悌
事
を
行
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
は
従
来
も
な



さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
史
料

[A]
は
そ
の
史
料
的
根
擦
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
奉
げ
た
史
料
に
み
え
る
チ
ベ
ッ
ト
借

の
名
前
は
歴
代
帝
師
の
い
ず
れ
の
名
と
も
一
致
せ
ず
、
中
で
も

[A]
の
チ
ユ

1
ロ
と
ソ
ナ
ム
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
は
帝
師
の
本
擦
地
が
あ
る
中
央

チ
ベ
ッ
ト
西
部
(
ツ
ア
ン
)
で
は
な
く
、
ド
カ
ム
へ
蹄
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
で
あ
る
の
は
確
貰
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
大
元
ウ
ル
ス
内
で
の
行
動
を
と
ら
え
た
史
料
と
し
て
も
評
債
で
き
る
の
で
あ
る
。

第

節

年
聞
の
往
来
規
模

次
に
、

チ
ベ
ッ
ト
借
の
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞
に
お
け
る
、
年
間
の
往
来
規
模
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
次
の

『
結
赤
』
五
の
記
事

を
見
て
み
よ
う
。

[
D

二
大
徳
十
(
ヲ

5
六
)
年
五
月
十
日

せ

い

ほ

う

つ

ぎ

つ

ぎ

と

や

っ

て

く

る

通
政
院
使
察
乃
言
え
ら
く
、
「
迩
西
の
結
赤
は
便
な
ら
ず
。
大
怯
九
年
よ
り
十
年
正
月
に
至
る
に
、
西
番
の
節
績
し
て
差
来
せ
る
西
信
は

(
お
)

八
百
五
十
徐
人
に
し
て
、
計
る
に
鋪
馬
一
千
五
百
四
十
七
疋
に
釆
れ
り
。
甚
だ
頻
数
に
至
る
。
(
後
掲

[
D

二
]
に
績
く
)

0

101 

こ
の
史
料
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
借
の
往
来
頻
度
が
具
瞳
的
な
数
値
を
伴
っ
て
一
不
さ
れ
て
い
る
。
賓
は
各
描
赤
で
は
、
利
用
者
の
姓
名
・
利
用
鋪

馬
数
・
利
用
許
可
誼
護
給
官
街
・
行
き
先
・
出
張
目
的
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
書
類
を
作
成
し
、
三
カ
月
ご
と
に
地
方
の
線
管
府
を
通
じ
て
中

央
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

[E]
至
元
七
(
一
二
七
O
)
年
二
月

そ

れ

ぞ

れ

の

た

ず

さ

え

て

き

た

の

一
、
奮
例
に
照
依
し
、
経
過
せ
る
使
臣
は
、
各
位
下
の
姓
名
、
井
び
に
鋪
馬
の
数
日
、
賓
撃
し
た
る
は
日
疋
れ
何
れ
の
官
司
の
起
馬
の

パ

ク

パ

も

じ

も

ん

じ

よ

し

よ

り

か

じ

よ

う

一

が

き

仁

す

る

蒙
古
字
の
剖
子
な
る
か
、
某
庭
従
り
某
庭
に
前
往
す
る
か
、
幹
地
附
す
る
は
是
れ
何
れ
の
公
事
な
る
か
を
開
具
す
。
各
拍
は
季
毎
に
冊

い

な

い

(

叫

)

を
造
り
、
総
管
府
に
申
報
し
、
次
月
初
十
日
以
裏
を
過
ぎ
ず
し
て
部
に
申
せ
。
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つ
ま
り
史
料

[
D
|
一
]
に
現
れ
る
数
字
は
地
方
の
姑
赤
が
冊
子
に
ま
と
め
、
こ
の
時
期
の
中
央
に
お
け
る
姑
赤
管
理
街
円
で
あ
る
通
政
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(
お
)

院
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
数
字
は
端
数
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
信
頼
性
は
高
い
。
ま
た

[E]
が
ヨ
一
口
う
よ
う
に
一
季
(
一
一
一
ケ

月
)
ご
と
に
利
用
状
況
が
ま
と
め
ら
れ
、
翌
月
上
旬
ま
で
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
附
け
ら
れ
て
い
た
貼
を
考
慮
す
れ
ば
、

D 

が

「
大
穂
九
年
よ
り
十
年
正
月
に
至
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
大
油
田
十
年
正
月
を
含
む
の
で
は
な
く
、
大
徳
九
年
い
っ
ぱ
い
の
四
季
十
二
ヶ
月

分
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
大
徳
九
年
の
十
二
ヶ
月
間
で
、
結
赤
を
利
用
し
た
チ
ベ
ッ
ト
僧
は
八
百
五
十
人
あ
ま
り
、
利
用
し
た

措
赤
設
置
の
鋪
馬
が
千
五
百
四
十
七
顕
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
ま
り
一
月
あ
た
り
平
均
し
て
、
約
七
十
人
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
、
約
百

二
十
八
頭
の
鋪
馬
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
千
五
百
四
十
七
頭
の
鋪
馬
に
八
百
五
十
人
の
チ
ベ
ッ
ト
借
が
全
員
騎
乗
し
た
と
し
て
も
、

空
馬
が
七
百
四
十
七
頭
も
出
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
検
討
す
る
。

さ
ら
に
『
元
史
』
に
も
チ
ベ
ッ
ト
借
の
往
来
頻
度
を
示
す
史
料
が
蔑
さ
れ
て
い
る
。

[F]
泰
定
一
一
(
一
一
一
一
一
一
五
)
年
、
西
墓
御
史
李
昌
言
え
ら
く
、
「
嘗
て
平
涼
府
・
静
・
合

7
定
西
等
州
を
経
る
に
、
西
番
信
の
金
字
国

(

お

)

つ

ら

た

り

符
を
侃
び
、
道
途
に
絡
鐸
し
、
騎
を
馳
せ
る
こ
と
百
を
累
ね
、
惇
舎
は
容
る
る
に
能
わ
ざ
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
館
を
民
舎
に
依
り
、
因
り

て
男
子
を
迫
逐
し
、
女
婦
を
好
汚
す
る
を
見
た
り
。
奉
元
の
一
路
は
、
正
月
白
り
七
月
に
至
る
に
、
往
返
す
る
者
百
八
十
五
次
に
し
て
、

(
幻
)

馬
を
用
う
る
は
八
百
四
十
徐
匹
に
至
る
。
之
を
諸
王
・
行
省
の
使
に
較
ぶ
れ
ば
、
十
に
多
き
こ
と
六
七
な
り
。
(
後
略
)
」
。
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こ
れ
は
、
泰
定
帝
イ
ス
ン
テ
ム
ル
の
時
代
に
、
限
西
行
御
史
蓋
か
ら
中
央
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
チ
ベ
ッ
ト
借
の
姑
赤

利
用
の
頻
繁
さ
を
一
志
す
も
の
と
し
て
、
胡
其
徳
・
松
田
孝
一
が
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
[
胡
一
九
七
八
、

頁
]
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陳
西
の
奉
一
冗
路
で
は
、
泰
定
二
年
正
月
か
ら
六
月
い
っ
ぱ
い
の
竿
年
の
聞
に
、
チ
ベ
ッ
ト
借
が
百
八
十
五
回
結
赤
を

一四
O
頁
/
松
田
二
0
0
0
、

四

利
用
し

八
百
四
十
頭
あ
ま
り
の
鋪
馬
を
使
用
し
て
い
た
。
「
往
返
す
る
こ
と
百
八
十
五
次
」
と
い
う
表
現
は
、

チ
ベ
ッ
ト
方
面
か
ら
来
る
も

の
と
チ
ベ
ッ
ト
方
面
へ
戻
る
も
の
と
の
両
方
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
人
数
で
は
な
く
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
グ
ル
ー
プ
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
グ
ル
ー
プ
の
構
成
人
数
は
前
節
の
検
討
の
と
お
り
幾
分
幅
が
あ
る
の
で
、

[F]
か
ら
往
来
し
た
チ
ベ
ッ
ト
信
の
人
数
を
正
確
に
割
り
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
ら
が
利
用
し
た
鋪
馬
の
数
は
一
月
あ
た
り
約
百
四
十
頭
、

一
年
に
換
算
す
る
と
約
千
六
百
八
十
頭
と
な
る
。



一
方

[
D
|

ニ
で
見
た
大
億
九
年
の
例
で
は
「
西
香
の
節
績
し
て
差
来
せ
る
西
借
は
八
百
五
十
鈴
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
チ

ベ
ッ
ト
方
面
か
ら
や
っ
て
き
た
も
の
と
、

チ
ベ
ッ
ト
方
面
へ
蹄
る
も
の
と
の
雨
方
を
示
し
て
い
る
と
断
定
す
る
根
擦
は
無
い
が
、

[E]
に
見

え
る
各
結
赤
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
瞳
制
を
勘
案
し
て
も
、
片
方
だ
け
を
あ
え
て
取
り
上
げ
て
中
央
に
報
告
す
る
の
は
不
自
然
だ
ろ
う
。
こ
れ
も

[F]
と
同
じ
く
、
往
復
雨
方
の
教
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。

[
D

ニ
で
は
、

一
年
あ
た
り
約
八
百
五
十
人
の
チ
ベ
ッ
ト
信
が

千
五
百
四
十
七
頭
の
鋪
馬
を
利
用
し
て
い
た
。
人
数
に
つ
い
て
は
比
較
で
き
な
い
が
、
利
用
鋪
馬
数
に
闘
し
て
は

[F]
と
お
お
よ
そ
近
似
し

た
数
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
時
期
に
よ
っ
て
往
来
規
模
の
愛
動
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
借
の
チ
ベ
ッ

ト
・
大
都
聞
に
お
け
る
往
来
朕
況
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
デ

l
タ
で
あ
る
。

で
は
西
蓋
御
史
の
李
昌
が
「
之
を
諸
王
・
行
省
の
使

に
較
ぶ
れ
ば
、
十
に
多
き
こ
と
六
七
な
り
」
と
遮
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
拍
赤
を
利
用
し
た
チ
ベ
ッ
ト
借
の
往
来
が
同
時
代
人
か
ら
非
常
に

土
品
れ
ん
、

D 

で
は
遇
政
院
使
の
察
乃
が
「
甚
だ
頻
数
に
至
る
」
と
言
い
、

[F]

頻
繁
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
事
賓
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
官
街
が
祇
遣
す
る
一
般
の
使
臣
の
往
来
が
頻
繁
で
あ
る
こ
と
も
、
時
に
は
問

(
お
)

題
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
拍
赤
利
用
数
の
多
さ
を
問
題
と
す
る

(
羽
)

い
の
で
あ
る
。

『
措
赤
」
に
記
さ
れ
る
案
件
は
、

チ
ベ
ッ
ト
借
に
関
わ
る
も
の
が
匡
倒
的
に
多

103 

本
章
で
検
討
し
た
事
例
は
、

い
ず
れ
も
帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
借
の
漢
地
・
チ
ベ
ッ
ト
聞
の
往
来
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
信

の
往
来
の
頻
繁
さ
は
在
地
の
姑
赤
に
お
い
て
は
問
題
覗
さ
れ
る
が
、
「
カ
ア
ン
の
た
め
に
備
事
を
行
う
」
と
い
う
建
前
を
も
っ
て
、
相
首
数
の

チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
が
こ
の
拍
赤
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞
を
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

社
弟
二
土
早

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
物
資
輸
迭

『
姑
赤
』
に
記
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
借
に
闘
わ
る
記
述
は
、
桔
赤
シ
ス
テ
ム
運
営
上
、
何
ら
か
の
問
題
が
起
き
た
「
非
常
の
際
」
に
現
れ
る
も
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の
で
あ
る
。
そ
の
問
題
と
は
、

一
つ
は
第
一
章
で
見
た
、
チ
ベ
ッ
ト
借
の
結
赤
の
利
用
頻
度
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
看
過
で
き
な
い
問
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題
が
も
う
一
つ
チ
ベ
ッ
ト
借
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
鋪
馬
に
積
載
さ
れ
る
荷
物
の
重
量
の
問
題
で
あ
る
。
本
章
で
は

『
拍
赤
』

の
記
事
に
基
づ
き
、

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
物
資
の
輸
迭
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

第
一
節

チ
ベ
ッ
ト
償
の
鋪
馬
に
よ
る
物
資
輸
迭

ま
ず
次
の

『
措
赤
」
四
の
記
事
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

[G]
大
徳
元
(
一
二
九
七
)
年
四
月

ト

ト

カ

ス

ン

(

初

)

ち

か

ご

ろ

太
原
路
脱
脱
禾
孫
言
え
ら
く
、
「
本
路
の
拍
赤
は
、
東
は
員
定
に
接
し
、
南
は
平
陽
に
至
る
四
達
の
路
な
り
。
(
中
略
)
比
年
鋪
馬
は

ウ
ラ

l
チ
(
訂
)

損
艶
し
、
姑
戸
は
困
窮
す
。
其
れ
西
番
の
僧
使
は
、
施
駄
す
る
こ
と
重
き
は
二
三
百
斤
、
軽
き
も
百
五
十
斤
を
下
ら
ず
。
又
た
冗
刺
赤

か

け

さ

せ

る

は
、
馬
後
に
物
を
附
し
、
常
に
馳
膝
を
行
、
っ
。
今
後
乞
う
ら
く
は
脱
脱
禾
孫
及
び
拍
官
の
量
定
に
従
り
、
馬
毎
に
百
斤
を
載
す
る
こ
と
を
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許
し
、
急
務
に
非
ざ
れ
ば
馳
走
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
を
。
庶
い
望
む
ら
く
は
桔
赤
の
少
し
く
匙
ら
ん
こ
と
を
」
と
。
都
省
擬
を
準

か

ん

け

い

か

く

し

よ

(

犯

)

す
。
遍
く
合
層
に
行
り
て
、
上
に
依
り
て
施
行
す
。

こ
こ
で
は
、
鋪
馬
に
積
載
す
る
チ
ベ
ッ
ト
借
の
荷
物
が
、
重
い
場
合
は
二
百
l
三
百
斤
、
軽
く
て
も
百
五
十
斤
以
上
で
あ
る
こ
と
、
馬
夫
た

る
ウ
ラ
l
チ
が
荷
物
を
載
せ
た
ま
ま
鋪
馬
を
疾
走
さ
せ
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
鋪
馬
の
最
大
積
載
量
を
百

(
お
)

斤
と
し
、
緊
急
事
態
以
外
は
鋪
馬
を
疾
駆
さ
せ
な
い
こ
と
が
太
原
路
の
ト
ト
カ
ス
ン
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。
鋪
馬
が
死
亡

す
れ
ば
、
姑
戸
が
新
た
に
鋪
馬
を
補
充
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
負
携
は
結
戸
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
。
ま
た
拍
戸
が
疲
弊
し
、
鋪
馬
・
騨

(
M仕
)

拍
の
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
れ
ば
、
拍
赤
シ
ス
テ
ム
白
煙
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
拍
赤
管
理
者
側
に
と
っ
て
は
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

チ
ベ
ッ
ト
憎
た
ち
が
重
量
の
あ
る
何
ら
か
の
物
品
を
鋪
馬
で
運
ん
で
い
る
事
賓
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次

に
第
一
章
で
と
り
あ
げ
た
史
料

[
C

ニ
の
後
績
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

と
り
し
ま
る

[
C

一
一
]
兵
部
は
止
だ
八
匹
を
給
す
る
の
み
な
れ
ば
、
臨
駄
す
る
こ
と
過
重
。
行
き
て
添
州
に
至
れ
ば
、
監
察
の
劾
す
る
所
と
矯
り
、



駄
毎
に
斤
一
百
七
十
を
稽
る
。
事
刑
部
に
下
せ
ば
「
詞
伏
も
て
擬
す
ら
く
は
杖
六
十
七
』
と
」
と
。
宣
政
院
官
俺
普
上
に
一
一
一
日
い
て
日
わ

く
、
「
是
の
借
遠
来
し
、
将
て
す
る
所
の
嚢
棄
は
、
乃
ち
上
の
賜
う
所
の
物
な
り
。
此
を
以
て
過
重
な
れ
ば
、
請
う
ら
く
は
鋪
馬
三
匹
を

増
し
、
速
や
か
に
回
去
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
と
。
旨
を
奉
じ
て
準
さ
れ
た
り
。
又
た
奏
す
ら
く
、
「
西
番
の
借
入
の
駄
子
の
定
制
に
、
「
一

百
斤
の
上
な
れ
ば
、
負
載
せ
し
む
る
勿
れ
』
と
あ
り
。
今
駄
す
る
所
は
制
に
過
ぎ
、
多
く
鋪
馬
を
索
む
る
こ
と
三
匹
、
罪
は
六
十
七
に

古
る
。
臣
等
お
も
え
ら
く
、
借
入
は
権
に
克
罪
を
擬
す
る
も
、
多
く
鋪
馬
を
索
む
る
は
、
復
た
給
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
御
賜
の
物
有
れ
ば
、

則
ち
騨
停
に
従
り
、
駄
毎
に
一
百
斤
を
過
ぎ
ざ
ら
し
め
、
其
の
徐
の
鵠
腫
の
貨
は
、
官
力
を
以
っ
て
行
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
上
日
く
「
可

(
お
)

な
り
」
と
。

先
に
奉
、
げ
た

[
C
|
一
]
に
は
、
六
人
の
チ
ベ
ッ
ト
憎
が
十
一
頭
の
鋪
馬
を
利
用
し
て
大
都
に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
う
ち
三
人
が
大
都
に
留

ま
り
、
残
り
の
三
人
が
チ
ベ
ッ
ト
に
戻
る
際
、
来
た
時
と
同
じ
十
一
頭
の
鋪
馬
の
利
用
を
求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
績
く

[
C

(
初
)

一
己
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
拍
赤
を
管
轄
し
て
い
た
兵
部
は
三
人
の
チ
ベ
ッ
ト
借
に
封
し
て
八
頭
の
鋪
馬
利
用
を
許
可
す
る
が
、
大
都

の
す
ぐ
南
の
添
州
で
、

一
頭
あ
た
り
百
七
十
斤
の
荷
物
を
積
載
し
て
い
る
こ
と
が
護
畳
す
る
。
八
頭
中
、
三
頭
に
は
チ
ベ
ッ
ト
借
が
騎
干
来
し
て
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い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
残
り
の
五
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
百
七
十
斤
の
荷
物
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
荷
物
の
合
計
は
八
百
五
十
斤
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

一
度
は
宣
政
院
の
俺
普
の
提
案
に
よ
り
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
が
首
初
求
め
て
い
た
十
一
頭
に
な
る
よ
う
に
、
鋪

馬
三
頭
が
迫
加
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、

[G]
の
規
定
の
通
り
一
頭
あ
た
り
百
斤
の
荷
物
を
載
せ
る
と
す
る
と
、
積
載
可
能

な
鋪
馬
は
八
頭
で
あ
る
か
ら
、
合
計
八
百
斤
し
か
載
せ
ら
れ
な
い
。
残
り
の
五
十
斤
は
、
大
都
に
留
ま
る
一
一
一
人
に
託
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
一
行
が
八
百
l
八
百
五
十
斤
の
荷
物
を
チ
ベ
ッ
ト
に
持
ち
蹄
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
こ
の
庭

(
訂
)

分
は
中
書
省
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
、
鋪
馬
三
匹
の
増
給
は
却
下
さ
れ
た
。

で
は
、
史
料

[G]

[
C

一一]

で
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
運
ぼ
う
と
し
て
い
た
物
は
一
睡
何
で
あ
っ
た
の
か
。

[
C

一
一
]
に
は
、
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鋪
馬
へ
の
過
積
載
の
規
程
遠
反
を
犯
し
た
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
に
封
し
、
「
(
荷
物
の
)
ふ
く
ろ
の
中
身
は
、

カ
ア
ン
か
ら
の
賜
り
物
で
あ
る
」
と
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い
う
俺
普
の
詩
護
が
見
え
る
。
ま
た
、
後
半
部
の
中
書
省
の
上
奏
に
お
い
て
も
、
「
カ
ア
ン
か
ら
の
賜
り
物
は
描
赤
を
利
用
し
て
輪
迭
し
て
よ

い
が
、
鋪
馬
二
唄
あ
た
り
百
斤
ま
で
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
彼
ら
が
輸
迭
し
よ
う
と
し
て
い
た
物
は
、
「
ヵ
ア
ン
か
ら
の
下
賜

口
問
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
僧
侶
で
あ
る
勤
、
前
章
の
検
討
で
判
明
し
た
よ
う
に
大
都
に
や
っ
て
く
る
チ
ベ
ッ
ト
僧
た
ち
が
カ
ア
ン
の

た
め
に
併
事
を
行
っ
て
い
た
黙
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
が
カ
ア
ン
の
た
め
に
行
っ
た
備
事
に
封
す
る
「
布
施
」
で
あ
る
と

考
え
る
の
が
安
首
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
節
で
提
示
す
る
史
料

[H]
に
よ
っ
て
も
傍
註
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
後
宇
部
の
中
書
省
の
上

奏
中
に
は
、
「
そ
の
他
の
贈
り
物
の
貨
物
は
公
的
手
段
で
輸
送
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、

チ
ベ
ッ
ト
憎
た
ち
は
漢
地
を

カ
ア
ン
以
外
か
ら
贈
ら
れ
た
物
品
も
拍
赤
で
運
ぼ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

タ

ク

パ

ベ

ル

で
は
名
前
が
特
記
さ
れ
な
い
「
西
番
の
借
使
」
が
、

[
C

一
一
]
で
は
「
西
番
惜
の
乞
刺
思
八
班
等
六
人
」
の
う
ち
の
三
人
が
、

鋪
馬
に
物
品
・
布
施
を
積
載
し
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
向
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
漢
地
に
お
け
る
帝
師
以
外
の
チ
ベ
ッ
ト
信
の
活
動
の
例
で
あ
る
こ

去
る
に
あ
た
り
、

ま
た

[G]

と
が
指
摘
で
き
る
。
彼
ら
個
々
人
の
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
物
品
・
布
施
の
輪
迭
は
、
描
赤
で
提
供
さ
れ
る
鋪
馬
の
背
に
載
せ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

、hwv

っ
た
。
拍
赤
を
利
用
し
な
い
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
往
来
状
況
に
つ
い
て
は
知
る
手
立
て
が
ほ
と
ん
ど
無
し
カ
首
該
時
代
に
拍
赤
シ
ス
テ
ム
が
存
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在
・
整
備
さ
れ
て
い
た
賦
況
を
た
く
み
に
利
用
し
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
信
も
ま
た
、
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

車
輔
・
船
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
輪
迭

個
々
の
チ
ベ
ッ
ト
借
が
鋪
馬
の
背
に
物
品
を
積
載
し
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
持
ち
踊
っ
た
事
例
は
前
節
で
検
討
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
鋪
馬
に
載

せ
ら
れ
る
量
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
が
鋪
馬
以
外
の
輪
迭
形
態
も
あ
っ
た
。

一
つ
は
車
輔
に
よ
る
輸
送
で
あ
る
。
『
拍
赤
』
四
に
は
、

チ
ベ
ツ

ト
へ
運
ば
れ
る
物
品
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

[H]
大
徳
五
(
一
三
O
二
年
十
一
月

保
定
路
定
興
騨
言
え
ら
く
、
「
本
姑
の
見
設
の
車
は
一
十
五
輔
に
し
て
、
輪
流
遁
運
し
、
曾
て
少
し
も
休
ま
ず
。
(
中
略
)
首
拍
略
ぼ
奉



ぐ
る
に
、

モ
ン
ゴ
ル
こ
う
ぞ
く

八
月
二
日
よ
り
二
十
三
日
に
至
る
に
、
御
位
下
の
来
使
、
及
び
茶
忽
員
妃
子
位
下
あ
り
て
、
鈴
車
の
層
付
す
る
は
一
百
鈴
輔

さ

ら

に

や

と

っ

た

し

は

ら

っ

て

い

な

い

か

り

ち

ん

内
に
お
い
て
民
車
四
十
四
輔
を
韓
雇
せ
り
。
〔
定
興
騨
は
〕
通
負
せ
る
紗
錠
あ
れ
ど
も
、

卒
に
措
く
所
無
し
。

又
た
西
香
に
布

を
過
ぎ
、

施
を
迭
る
に
車
を
回
す
こ
と
七
十
五
輔
あ
り
て
制
州
よ
り
績
運
す
る
有
り
。
門
し
か
し
今
一
]
方
に
西
骨
に
布
施
を
迭
れ
る
車
五
十
鈴
輔
を

封
州

U
刷
出
川
副
即
ち
今
〔
七
十
五
師
分
の
布
施
の
輪
迭
に
封
し
て
車
輔
を
〕
庭
付
せ
ん
と
す
る
も
〔
定
興
騨
の
車
輔
は
〕
敷
か
ず
。
徒

ふ

つ

ご

う

を

き

た

す

た

め

じ

し

て

し

ま

う

し

よ

り

に
快
事
す
る
の
み
に
非
ず
し
て
、
誠
に
結
戸
逃
亡
し
、
騨
運
〔
制
度
そ
の
も
の
〕
を
廉
廃
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
事
を
匝
慮
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
乞
う
」
と
。
(
後
(
恥
一
。

{
疋
興
騨
は
本
来
十
五
輔
し
か
車
輔
を
保
有
し
て
い
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
の
物
資
輸
送
な
ど
の
た
め
に
多
く
の
車
が
必
要
に
な
る
場
合
は
、

民
聞
か
ら
車
を
有
償
で
借
り
上
げ
て
輪
迭
を
し
て
い
た
。
本
丈
中
に
は
四
十
四
輔
を
借
り
て
百
輔
分
あ
ま
り
の
輪
迭
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
が
、
そ
れ
で
も
定
興
騒
が
利
用
で
き
る
車
輔
は
合
計
五
十
九
輔
し
か
な
く
、
百
輔
あ
ま
り
の
輸
送
を
行
う
に
は
、
四
十
一
輔
以
上
は
同
じ
車
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を
二
回
使
わ
な
い
と
運
び
き
れ
な
い
。
こ
の
状
況
が
「
輪
流
遁
運
」
と
い
う
語
で
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
有
車
輔
以
上
の
輪

迭
を
行
う
際
に
は
、
民
間
の
車
を
借
り
上
げ
た
う
え
、
次
の
際
ま
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
で
は
、
特
に
傍
線
部
の
箇
所
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
添
州
の
姑
赤
か
ら
定
興
騨
に
チ
ベ
ッ
ト
方
面
へ
の
七
十
五
輔
分
の

布
施
が
迭
ら
れ
て
き
た
が
、
ち
ょ
う
ど
チ
ベ
ッ
ト
方
面
へ
五
十
細
分
の
布
施
を
次
の
拍
赤
へ
と
送
り
届
け
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
た
め
、
封
鷹
が

困
難
で
あ
る
拭
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
白
に
「
チ
ベ
ッ
ト
へ
布
施
を
輸
送
す
る
こ
と
」
が
記
さ
れ
て
い
る
賠
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
一
体
州
は
定
興
の
北
隣
の
拍
赤
で
あ
り
、

チ
ベ
ッ
ト
へ
運
ぶ
布
施
が
大
都
方
面
か
ら
迭
ら
れ
て
き
た
の
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
元

来
十
五
輔
し
か
車
輔
を
備
え
て
い
な
い
姑
赤
に
と
っ
て
、
合
計
百
二
十
五
輔
分
の
輸
送
は
、
通
常
想
定
さ
れ
て
い
る
輪
迭
能
力
の
八
倍
強
の
業

(
判
)

務
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
の
輪
迭
は
相
首
大
量
で
あ
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
大

量
の
布
施
は
、
大
都
方
面
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、

カ
ア
ン
を
は
じ
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
が
贈
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
て
、
第
一
章
で
引
用
し
た
史
料

[
D
|

ニ
の
後
牛
部
分
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
績
く
。
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[
D

一
己
縞
か
に
照
す
ら
く
、
大
都
よ
り
衛
輝
に
至
る
二
十
二
描
は
、
若
し
此
等
回
程
の
西
借
を
将
て
、
水
騨
に
従
り
て
以
て
衛
輝
に

と

り

し

ま

っ

て

し

ゆ

っ

ば

っ

さ

せ

ト

ト

カ

ス

〆

達
せ
し
め
、
人
は
則
ち
馬
に
換
え
、
物
は
則
ち
車
に
行
り
、
本
院
の
官
に
従
り
て
、
更
に
相
い
提
調
し
て
起
護
せ
し
め
、
脱
脱
禾
孫
は
至

チ

ェ

ッ

ク

す

れ

ば

る
所
に
静
験
す
れ
ば
、
鋪
馬
を
減
省
せ
し
め
、
措
戸
の
少
し
く
匙
る
に
庶
幾
か
ら
ん
。
又
た
拍
車
の
毎
輔
の
載
物
は
一
千
斤
、
馬
の
負
い

た
る
は
百
斤
を
過
、
ぎ
ざ
ら
し
め
ん
。
(
後
略
)
」

0

〔
五
月
〕
十
四
日
、
察
乃
の
陳
奏
す
る
所
を
以
て
聖
旨
を
準
さ
れ
た
り
。
遍
く
合
属
に
行

(
社
)

り
て
上
に
依
り
て
施
行
す
。

こ
こ
で
は
大
都
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
向
か
う
路
線
の
う
ち
、
衛
輝
ま
で
は
水
騨
、
す
な
わ
ち
船
を
使
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
僧
・
物
資
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
裁
可
を
得
て
い
る
。
た
だ
し
衡
輝
以
西
に
つ
い
て
は
、

チ
ベ
ッ
ト
借
は
鋪
馬
を
利
用
し
、
輪
迭
物
に
つ
い
て
は
車
輔
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
徳
十
年
五
月
以
降
、

(
必
)

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
鋪
馬
以
外
を
利
用
し
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
物
品
を
輸
送
す
る
際
の
二
つ
日
の
形
態
で
あ
る
。

一
定
の
匝
聞
は
チ
ベ
ッ
ト
へ
運
ぶ
貨
物
は
船
で
輸
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

は
明
白
で
あ
る
が
、

[H] 
の
よ
う
な
大
量
の
布
施
の
輸
迭
が
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
、
事
例
が
少
な
い
た
め
不
明
で
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車
輔
・
船
を
利
用
し
た
輪
迭
は
、
前
節
で
検
討
し
た
個
々
の
チ
ベ
ッ
ト
借
に
よ
る
鋪
馬
で
の
輸
送
と
比
べ
て
、
そ
の
量
が
格
段
に
多
い
こ
と

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
な
ん
ら
か
の
名
目
|
|
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
大
規
模
な
法
舎
を
開
催
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
の
布
施
の
輸
送

ー
ー
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
ま
た
、
車
輔
・
船
を
利
用
す
る
の
は
、

モ
ン
ゴ
ル
皇
族
が
主
瞳
と
な
っ
て
大
量

の
布
施
の
輸
送
を
行
う
場
合
で
あ
る
、
と
も
一
概
に
は
言
え
な
い
。

[
D

一一]

の
よ
う
に
、
個
々
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
一
民
る
際
に

も
、
車
輔
・
船
を
利
用
し
て
物
品
を
輪
迭
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ク
ピ
ラ
イ
時
代
後
期
頃
か
ら
重
量
の
あ
る
も
の
は
車
師
で
、
後
に
は
船
で
輪
持
活

(
必
)

す
る
こ
と
が
奨
闘
さ
れ
、
各
地
の
車
・
船
は
順
次
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
地
形
的
な
制
約
か
ら
鋪
馬
で
輪
迭
せ

(

川

廿

)

ざ
る
を
得
な
い
地
域
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
車
運
に
比
べ
て
輸
送
コ
ス
ト
が
低
い
船
運
の
方
が
よ
り
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
る
が
、
ス
ピ
ー
ド

(
一
心
)

の
面
で
船
運
は
車
運
に
劣
る
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
車
に
比
べ
れ
ば
、
鋪
馬
の
方
が
断
然
速
い
。
輪
迭
を
行
う
側
か
ら
す
れ
ば
、
速
度
の
問

一
方
、
拍
赤
シ
ス
テ
ム
白
樫
の
展
開
の
過
程
か
ら
い
え
ば
、



題
な
ど
を
考
え
る
と
、
鋪
馬
↓
車
輔
↓
船
の
順
に
輸
没
一
方
法
の
選
揮
の
優
先
度
は
低
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
拍
赤
を
管
理
す
る
行
政
側
か
ら
す

れ
ば
、
望
ま
し
い
輸
送
手
段
の
優
先
順
位
は
逆
に
な
る
。

つ
ま
り
、
政
府
に
よ
っ
て
車
・
船
の
整
備
が
進
め
ら
れ
で
も
、
布
施
な
ど
を
輪
迭
す
る
チ
ベ
ッ
ト
借
に
と
っ
て
は
、
鋪
馬
を
利
用
し
た
輸
送

に
比
べ
て
、
車
運
・
船
運
を
選
揮
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
必
ず
し
も
多
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
奉
げ
て
き
た
史
料
を

も
う
一
度
見
直
せ
ば
、

[G]
大
徳
元
(
一
二
九
七
)
年
・

[C]
延
祐
元
(
二
三
四
)
年
は
鋪
馬
で
、

[H]
大
健
五
(
二
二
O
一
)
年
は
車
輔

で
布
施
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
。

[H]
は
輸
迭
主
樫
が
チ
ベ
ッ
ト
借
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
な
お
か
つ
あ
ま
り
に
も
輸

迭
量
が
多
か
っ
た
た
め
、
車
運
が
選
躍
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
車
・
船
で
の
輸
送
が
奨
勘
さ
れ
て
い
る
朕
況
下
で
、

[G] 

[C]
の
事
例
の
よ
う
に
鋪
馬
で
輸
迭
が
行
わ
れ
、
同
時
に
過
積
載
の
問
題
が
生
じ
た
の
は
、
輸
送
主
瞳
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
借
が
、
そ
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
勘
案
し
て
車
輔
・
船
の
利
用
を
嫌
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

第
三
節

モ
ン
ゴ
ル
皇
族
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
の
輸
送
を
め
ぐ
っ
て
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前
節
で
取
り
上
げ
た
史
料

[H]
の
検
討
の
中
で
も
言
及
し
た
が
、
こ
の
時
代
、
大
量
の
布
施
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
カ
ア
ン
を
は
じ

め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。
周
知
の
通
り
、
す
べ
て
の
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
が
大
都
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
諸
王
は

自
身
の
本
棟
地
に
い
る
わ
け
だ
が
、
諸
王
た
ち
の
布
施
の
輪
、
迭
に
閲
し
て
、
『
結
赤
』
二
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
え
る
。

[I]
至
元
十
六
ご
二
七
九
)
年
五
月
二
十
日

一
つ
一
言
え
ら
く
、
民
戸
及
び
諸
王
の
布
施
の
物
は
、
鋪
馬
を
給
し
て
行
る
者
有
り
。
今
議
し
た
る
に
諸
王
の
布
施
は
、
鋪
馬
を
起
こ
す

(
幻
)

を
許
し
、
其
の
絵
の
借
入
は
、
給
騨
を
得
る
母
れ
。

つ
ま
り
諸
王
が
拍
赤
を
利
用
し
て
布
施
を
送
る
こ
と
は
、
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
半
部
分
で
「
そ
の
他
の
僧
侶
は
、
描
赤
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を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
布
施
を
運
ぶ
際
に
同
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
僧
侶
を
念
頭
に
お
い
た
規
定
で
あ
ろ
う
。
こ
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こ
で
は
鋪
馬
を
利
用
し
た
布
施
の
輪
迭
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、

ク
ピ
ラ
イ
時
代
後
期
頃
か
ら
は
、
車
輔
・
船
を
利

用
し
た
物
資
輸
送
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
案
件
は
、
政
府
が
輪
迭
手
段
を
鋪
馬
か
ら
車
・
船
へ
轄
換
さ
せ
る
以
前
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
て
史
料

[I]
は
、
合
計
十
五
の
同
時
に
出
さ
れ
た
係
書
一
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
候
書
一
の
中
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
向
か
う
使
者
に
つ

(

必

)

(

羽

)

い
て
の
規
定
や
、
チ
ベ
ッ
ト
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
コ
デ
ン
家
の
ジ
ピ
ク
テ
ム
ル
王
の
使
者
に
つ
い
て
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。

[I]
白

[I]
を
含
む
一
連
の
係
書
一
は
、
直
接
的
に
は
ジ
ビ
ク
テ
ム
ル
王
が
チ
ベ

瞳
は
布
施
の
輪
迭
先
を
具
瞳
的
に
遮
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

ッ
ト
へ
迭
る
布
施
や
使
者
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
カ
ア
ン
の
た
め
に
悌
事
を
行
う
チ
ベ
ッ
ト
借
が
い
る
の
と
同
様
に
、

諸
王
の
た
め
に
悌
事
を
行
う
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
い
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

諸
王
・
尉
馬
な
ど
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
頻
繁
に
使
者
を
抵
遣
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
事
は

『
姑
赤
』
中
に
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
大
徳
十

(
二
二
O
六
)
年
の
案
件
で
は
「
諸
王
・
鮒
馬
は
上
命
を
奉
ず
る
に
非
ざ
れ
ば
、
西
番
に
清
一
使
す
る
を
得
る
母
れ
」
と
い
う
聖
旨
が
引
用
さ
れ
、

そ
の
上
で
ま
だ
彼
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
方
面
へ
の
遣
使
が
多
い
こ
と
が
遮
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
延
祐
一
一
(
一
二
二
五
)
年
の
案
件
で
は
、
中
書
右
丞(

孔
)

相
の
テ
ム
デ
ル
た
ち
が
、
諸
王
・
公
主
・
鮒
馬
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
し
き
り
に
使
者
を
抵
遣
す
る
の
で
、
拍
赤
が
疲
弊
し
て
い
る
と
上
奏
し
て
い
る
。

(
臼
)

さ
ら
に
、
天
暦
二
(
一
三
二
九
)
年
の
案
件
で
も
、
諸
王
・
尉
馬
な
ど
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
使
者
を
抵
遣
す
る
こ
と
が
多
い
賦
況
が
述
べ
ら
れ
る
。

円
U

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
い
て
諸
王
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
頻
繁
に
使
者
を
迭
っ
て
い
た
こ
と
は
、
以
上
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
遣

使
の
目
的
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
る
史
料
は
、
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
史
料

[I]
で
諸
王
が
布
施
を
鋪
馬
で
運
ん
で
よ
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
諸
王
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
頻
繁
に
使
者
を
祇
遣
し
て
い
る
事
賓
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
諸
王
が
主
瞳
と
な
り
、
結

赤
を
利
用
し
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
布
施
を
運
び
込
ん
で
い
た
こ
と
は
、
十
分
に
推
測
で
き
る
。

姑
赤
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
公
的
交
通
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
、
布
施
を
は
じ
め
と
す
る
物
品
の
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
輸
送
が
こ
の
時
代
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
拍
赤
管
理
の
現
場
に
お
い
て
は
史
料
上
に
残
る
ほ
ど
厄
介
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以

上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。



さ
て
、
第
一
章
で
史
料

[D]
を
引
用
し
た
際
、
チ
ベ
ッ
ト
憎
が
一
年
間
で
利
用
し
た
鋪
馬
の
う
ち
、
空
馬
が
七
百
四
十
七
頭
も
い
る
こ
と

に
な
る
と
指
摘
し
た
が
、
本
章
の
考
察
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
大
都
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
戻
る
際
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
が
騎
乗
し
て
い
な

い
鋪
馬
の
背
に
は
布
施
な
ど
の
物
品
が
積
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
結
赤
を
利
用
し
た
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
人
数
に
比
べ
て
鋪
馬
の
数

が
二
倍
近
く
も
あ
っ
た
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
輪
迭
を
考
慮
に
入
れ
る
と
説
明
が
つ
く
。

個
々
の
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
の
往
来
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
が
主
瞳
と
な
っ
て
、
大
量
の
布
施
が
こ
の
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト
へ
流

れ
込
ん
で
い
た
。
こ
の
現
象
白
煙
は
、

お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
も
、
あ
る
程
度
は
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
具
樫

像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
最
後
に
特
に
次
の
二
貼
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
帝
帥
以
外
の
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
の

往
来
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
の
流
入
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
カ
ア
ン
の
み
な
ら
ず
、
諸
王
も
自
身
の
本
擦
地
な
ど
か
ら
チ
ベ
ツ

ト
へ
姑
赤
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
布
施
を
輸
送
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
従
来
史
料
を
奉
げ
て
貰
誼
・
検
討
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
酷
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
・
漠
地
間
交
通
の
具
瞳
像
を
描
く
上
で
は
、
快
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

お

わ

り

本
稿
で
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
い
て
、
結
赤
を
利
用
し
て
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞
を
往
来
す
る
チ
ベ
ッ
ト
借
の
一
グ
ル
ー
プ
の
構
成
人
数
、
年

聞
の
往
来
規
模
、
拍
赤
に
設
置
さ
れ
る
鋪
馬
・
車
柄
・
船
を
利
用
し
た
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
・
物
品
の
輪
、
乏
の
具
盟
像
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

そ
し
て
、

カ
ア
ン
を
は
じ
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
の
た
め
の
備
事
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
布
施
の
獲
得
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
の
輸
送
と
い

う
事
象
の
背
景
に
は
、
帝
師
以
外
の
数
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
借
の
活
動
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る

チ
ベ
ッ
ト
借
の
活
動
の
一
面
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

271 

さ
て
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
チ
ベ
ッ
ト
借
の
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞
の
往
来
か
ら
は
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト
が
悌
数
を
「
輪
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出
」
し
、

モ
ン
ゴ
ル
皇
族
が
布
施
を
「
支
梯
う
」
と
い
う
構
固
が
出
現
す
る
こ
と
が
容
易
に
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
は
イ
ン
ド
世
界

か
ら
悌
殺
を
向
学
ん
で
い
た
「
偶
数
輸
入
園
」
か
ら
「
併
敬
輸
出
園
」

へ
と
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
轄
換
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
が
北

蹄
し
た
あ
と
も
、

チ
ベ
ッ
ト
借
た
ち
は
明
・
清
と
い
っ
た
漢
地
に
基
盤
を
置
く
政
権
の
も
と
に
赴
き
績
け
る
[
乙
坂
一
九
九
八
、
四
九
八
六
、

九
五
一
四
八
頁
/
石
漬
二
O
O
一
、
三
二
一
コ
ヱ
ハ
一
頁
な
ど
]

0

つ
ま
り
「
悌
数
輸
出
国
」
と
し
て
の
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
的
役
割
は
、
明
・
清
時

代
に
な
っ
て
も
饗
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
悌
数
」
を
武
器
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
が
漢
地
世
界
か
ら
財
を
手
に
入
れ
る
構
造

は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
そ
の
足
場
が
固
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

期
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
絵
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

チ
ベ
ッ
ト
の
封
外
闘
係
史
上
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
が
劃

従
来
こ
の
「
備
事
」
と
「
布
施
」
を
介
し
た
、
チ
ベ
ッ
ト
と
大
元
ウ
ル
ス
を
含
む
漢
地
政
権
と
の
闘
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
布
施
」
の
動

き
に
つ
い
て
具
睦
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞
の
交
通
の
様
相
を
解
明
す
る
中
か
ら
、
こ
の
闘
係

(
日
)

を
理
解
す
る
上
で
明
確
な
根
擦
を
提
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
第
一
章
で
多
少
は
言
及
し
た
が
、

チ
ベ
ッ
ト
僧
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
拍
赤
利
用
許
可
誼
を
入
手
し
、
拍
赤
を

つム

利
用
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
本
来
情
報
・
命
令
の
迅
速
で
正
確
な
惇
達
を
目
指
し
た
拍
赤
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
物
資
輸
、
迭
は
ど
の
よ
う
な
位

置
付
け
で
あ
っ
た
の
か
。
姑
赤
制
度
白
瞳
の
研
究
の
深
化
も
こ
の
先
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
最
後
に
示
し
た
「
備
事
と
布
施
を
介
し
た
チ
ベ

チ
ベ
ッ
ト
枇
舎
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
輿
え
た
の
か
、
と
い
う
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
賄

ッ
ト
と
漢
地
政
権
と
の
閲
係
性
」
は
、

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

文
献
目
録
(
引
用
の
際
は
初
出
年
を
奉
げ
、
頁
教
は
再
録
さ
れ
た
著
書
の
頁
教
に
よ
っ
た
0
)

安
部
健
夫
一
九
ゴ
二
「
元
史
刑
法
志
と
『
元
律
』
と
の
闘
係
に
就
い
て
」
『
東
方
皐
報
(
京
都
)
』
二
o

(

再
録
一
安
部
一
九
七
二
、

頁)。

二
五
三
二
七
六



安

部

健

夫

石
漬
裕
美
子

石
漬
裕
美
子

石
演
裕
美
子

稲

葉

正

就

岡

田

英

弘

乙

坂

智

子

乙
坂
智
子

乙
坂
智
子

乙
坂
智
子

野

上

俊

静

野

上

俊

静

羽

田

亨

羽

田

亨

羽

田

亨

松

田

善

之

松

田

孝
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一
九
七
二
「
元
代
史
の
研
究
」
創
文
枇
。

一
九
九
四
「
パ
ク
パ
の
悌
教
思
想
に
基
づ
く
フ
ピ
ラ
イ
の
主
権
像
に
つ
い
て
」
『
日
本
西
蔵
皐
合
々
報
』
四

O
、
一
二
五
四
四
頁
。

二
O
O
一
『
チ
ベ
ッ
ト
悌
救
世
界
の
歴
史
的
研
究
』
東
方
書
庖
。

二
O
O
二
「
パ
ク
パ
の
著
作
に
見
る
フ
ピ
ラ
イ
政
権
初
期
の
燕
京
地
域
の
朕
況
に
つ
い
て
」
『
史
滴
』
二
四
、
二
四
九
二
二
六
頁
(
逆

頁)。

一
九
六
五
「
元
の
帝
師
に
関
す
る
研
究
|
|
系
統
と
年
次
を
中
心
と
し
て
|
|
」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
一
七
、
七
九
一
五
六
頁
。

一
九
六
二
「
蒙
古
史
料
に
見
え
る
初
期
の
蒙
裁
関
係
」
『
東
方
皐
』
二
三
、
九
五
一

O
八
頁
。

一
九
八
六
「
リ
ゴ
ン
パ
の
乱
と
サ
キ
ヤ
パ
政
権
|
|
一
川
代
チ
ベ
ッ
ト
関
係
史
の
一
断
面
|
|
」
『
悌
救
史
研
究
』
二
九
二
、
五
九
八

二
頁
。

一
九
八
九
「
サ
キ
ヤ
パ
の
権
力
構
造
|
|
チ
ベ
ッ
ト
に
針
す
る
元
朝
の
支
配
力
の
一
計
債
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
『
史
峯
』
一
一
一
、
一
二
四
八

百ハ
0

一
九
九

O
「
元
朝
チ
ベ
ッ
ト
政
策
の
始
動
と
印
刷
究
遷
|
|
関
係
樹
立
に
い
た
る
背
景
を
中
心
と
し
て
|
|
」
『
史
境
」
二

O
、
四
九
|
六
五

百
九

一
九
九
八
『
蟹
夷
の
王
、
胡
褐
の
借
|
|
元
・
明
代
皇
帝
権
力
は
朝
鮮
・
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
入
朝
者
に
何
を
託
し
た
か
|
|
』
平
成

八
・
九
・
一

0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
書
。

一
九
四
二
「
元
の
功
徳
使
司
に
就
い
て
」
『
支
那
悌
数
史
息
子
』
六
|
二
o

(

再
録
一
野
上
一
九
七
八
、
一
二
九
|
一
四
一
頁
)

0

一
九
七
八
『
元
史
調
停
老
停
の
研
究
』
朋
友
書
応
。

一
九

O
九
「
蒙
古
田
畔
惇
考
」
『
東
洋
協
合
同
調
査
部
向
学
術
報
告
』
一
o

(

再
録
一
羽
同
一
九
五
七
、
一
一
一
一
一
頁
)

0

一
九
三

O
『
元
朝
騨
惇
雑
考
』
(
東
洋
文
庫
叢
刊
「
、
水
楽
大
血
ハ
』
本
『
経
世
大
典
』
姑
赤
門
複
製
本
附
録
)

0

(

再
録
一
羽
同
一
九
五
七
、
一
二

一
一
一
一
四
頁
)
。

一
九
五
七
『
初
日
博
士
史
皐
論
文
集
歴
史
篇
』
東
洋
史
研
究
舎
。

二
O
O
六
「
元
代
の
命
令
文
書
の
開
讃
使
臣
に
つ
い
て
ー
ー
そ
の
人
的
構
成
と
巡
照
ル
l
ト
を
中
心
に
|
|
」
『
東
方
向
学
』

九

一

O
六
頁
。

二
0
0
0
「
中
園
交
通
史
|
|
元
時
代
の
交
通
と
南
北
物
流
|
|
」
松
岡
孝
一

五
ー
一
五
七
頁
。

J¥ 

(
編
)
『
東
ア
ジ
ア
経
済
史
の
諸
問
題
」
阿
件
壮
、



「
程
復
心
『
四
主
豆
草
園
』
山
版
始
末
孜
|
|
大
元
ウ
ル
ス
治
下
に
お
け
る
江
南
文
人
の
保
奉
|
|
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
一
一
一
日
語
の
研

究
』
一
六
o

(
再
録
・
宮
二

O
O
六
、
三
二
六
三
七
九
頁
)

0

二
O
O六
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
名
古
屋
大
皐
出
版
舎
。

二
O
O
四
「
高
麗
に
お
け
る
元
の
苅
赤
|
|
ル

l
ト
の
比
定
を
中
心
に
|
|
」
『
史
淵
』
一
四
一
、
七
九
二
六
頁
。

一
九
五
四
「
別
里
寄
文
字
孜
|
|
元
典
章
研
究
の
一
的
|
|
」
『
東
方
自
学
報
(
京
都
)
』
二
四
、
三
九
七
四
四
二
頁
。

二
O
O
五
「
(
書
評
)

H

F

E
円
『

0
5
-
F
昌
?
p
q
a
N
H
N
き
ミ
ミ
忠
二
出
S向。
~
h
a
N
g
r
ト
2

Fロ
¥
切

O印
門

o
p
N
C
E
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
言

訴
の
研
究
』
二

O
、
今
一
二
二
二
二
五
頁
。

二
O
O六
「
元
朝
斡
脱
政
策
に
見
る
交
易
活
動
と
宗
教
活
動
の
諸
相
|
|
附
「
元
典
章
』
斡
脱
関
連
係
文
語
注
|
|
」
『
九
州
大
事
二
十

一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
人
文
科
挙
)
東
ア
ジ
ア
と
日
本
|
|
交
流
と
愛
容
』
三
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
。

黛

賓

海

二

O
O六
『
蒙
元
際
結
交
通
研
究
』
山
昆
漏
出
版
社
。

胡
其
徳
一
九
七
八
『
元
代
騨
遜
制
度
研
究
』
園
立
墓
湾
師
範
大
島
了
歴
史
研
究
所
碩
士
論
文
。

劉

暁

二

O
O六
『
元
史
研
究
』
一
帽
建
人
民
出
版
世
。

張
雲
一
九
九
八
『
元
代
吐
蕃
地
方
行
政
樫
制
研
究
』
中
園
枇
合
同
科
卒
山
版
刷
。

明
門
戸
口

roa
回
目
匂
∞
一
{
叶

H『
主
同

H
Z
H口

J

へ
戸
山
口

(urHロ
mH
』

c
rロ
ロ
「
山
口
問

-DHF
し「

He(め
門
日
)
叫
の

bshHNhwNに
有
〉
向
。
ぉ

ho~

、NhFM)ロ
ロ
ロ
ニ
ロ
ロ

d
口
Hぐ
OH出
HFU1H)円。印
mr
官
官

Nω

。ωω
∞

o
-
r
H
E
E
H
)
E
F
U
E
H
d
h
H
8
2
2
2
(
U
P
E
N
S
門
町
、
弘
司
足
s
h
o
p
忌
町
、

2
2》
言
自
室
九
H
4・
n
h
b
b
込
芸
人
向
、
戸
当
見
出
『
注
目
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紀

子

宮

O 
O 

山山森宮

本崎平

明雅紀

志忠彦子

四
日
市
康
博

キ
+
-

同
吉
岡(

1
)

本
稿
で
は
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
西
戴
自
治
匿
の
み
な
ら
ず
、

青
海
省
、
甘
霜
省
、
四
川
省
凶
部
な
ど
も
含
め
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に

お
い
て
宣
政
院
が
管
轄
す
る
領
域
を
チ
ベ
ッ
ト
と
稀
す
る
。

(
2
)

こ
れ
ま
で
に
拍
赤
シ
ス
テ
ム
の
解
明
を
試
み
た
古
典
的
業
績
と
し

て
、
羽
田
会
九

O
九
、
初
同
一
九
三

O
が
あ
り
、
欧
米
で
は

2
F
E宮

5
2
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

後
、
こ
れ
を
承
け
た
研
究
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ

114 

て
、
松
田
二

0
0
0
は
こ
れ
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
交
通
史
研
究

を
ま
と
め
、
さ
ら
に
江
南
か
ら
モ
ン
ゴ
リ
ア
へ
の
穀
物
輸
送
に
闘
し

て
新
知
見
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
森
平
二

O
O
四
は
高
麗
に
お
け

る
苅
赤
ル
l
ト
の
綿
密
な
比
定
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
描
赤
研

究
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
成
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
松
出
二

O
O六

は
開
語
使
臣
の
姑
赤
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
近
年
姑
亦

は
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
黛
二

O
O
六
は
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結
赤
に
関
わ
る
専
著
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
劉
二

0
0六
、
一
六
七
一
七

O
頁
は
、
中
園
に
お
け
る
首
該
時
代
の
交

通
研
究
の
的
確
な
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
有
用
で
あ
る
。
た
だ
し
現

段
階
に
お
い
て
苅
赤
研
究
は
、
そ
の
制
度
面
の
詳
細
や
特
定
地
域
内

の
路
線
・
際
結
の
沿
革
の
分
析
に
重
執
が
置
か
れ
、
本
稿
で
扱
う
よ

う
な
「
チ
ベ
ッ
ト
漠
地
」
聞
と
い
っ
た
遠
隔
地
域
聞
の
交
通
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(
3
)

宮
二

O
O
一
、
三
七
七
三
七
八
白
丹
、
註
一
一
一
一
は
、
『
席
代
名

臣
奏
議
』
所
牧
の
鄭
介
夫
の
上
奏
文
は
成
宗
期
の
も
の
で
は
な
く
、

仁
宗
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
考
誼
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

(
4
)
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
六
八
/
『
一
冗
代
奏
議
集
録
」
ド
(
漸
江
古

籍
出
版
壮
、
一
一
五
百
九
)
。
先
将
西
番
大
師
留
京
都
者
、
以
種
敦
遣
、

悉
令
還
図
。

(
5
)
都
功
徳
使
司
の
官
員
。
都
功
徳
使
司
は
備
教
関
係
の
官
街
で
、
至

元
十
七
(
一
二
八
O
)
年
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
沿
革
に
つ

い
て
は
、
野
上
一
九
四
二
/
張
一
九
九
八
、
七
回
|
八
一
頁
参
照
。

(
6
)

張
一
九
九
八
、
七
九
八

O
頁
に
は
都
功
徳
使
司
の
官
員
の
名
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
は
紋
落
し
て
い
る
。
こ
の
人
名
は

チ
ベ
ッ
ト
語
で
解
揮
す
る
な
ら
ば
、
リ
ン
チ
エ
ン
タ
ク
ジ
ヤ
ン
ベ
ル

(
回
国
各
3
m
g
m回

rz口問
εと
)
と
復
元
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、

断
定
は
で
き
な
い
。
以
下
同
様
に
チ
ベ
ッ
ト
語
推
定
復
元
が
可
能
な

場
合
は
、
綴
り
字
轄
寓
を
註
に
お
い
て
示
す
。

(
7
)

こ
の
名
は
、
チ
ュ

l
ペ
ル
ロ
ド
ゥ

l
(
(
U
F
S
L
官
-
z
c
m
g切

)

と
い
っ
た
人
名
を
の
『
E
E
C
と
省
略
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
8
)

ソ
ナ
ム
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
(
切
田
口
ι
E
E印
門
間
可

m
L
H
H
E
r
s
)
0

(
9
)

ド
カ
ム

(
z
r
5
2
5
)
o
現
在
の
青
海
省
か
ら
四
川
省
昌
都
附

近
を
指
す
。

(
日
)
「
好
事
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
「
悌
事
」
と
解
穫
し
た
。
直

誇
樫
で
圭
目
か
れ
た
『
姑
赤
』
九
(
東
洋
文
庫
影
印
本
[
以
下
同
じ
で

四
I
右
左
)
所
収
『
元
朝
典
章
』
「
姑
戸
不
便
」
に
は
、
至
元
十

六
(
一
二
七
九
)
年
五
月
二
十
日
の
聖
旨
の
候
格
の
一
件
に
、
「
『
大

王
毎
好
事
底
勾
首
寓
着
裏
的
[
上
]
頭
、
所
用
底
物
取
去
阿
、
鋪
馬

裏
行
有
。
宏
生
般
省
着
行
』
座
這
奏
有
。
諸
王
行
也
者
、
商
量
了

也
」
陵
道
奏
阿
、
「
那
般
者
」
座
遁
聖
旨
了
也
。
(
「
『
大
王
〔
諸
王
〕

た
ち
が
好
事
の
こ
と
や
寓
経
す
る
こ
と
の
た
め
、
使
用
す
る
物
品
を

取
り
運
ぶ
の
に
、
鋪
馬
で
行
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も

の
は
や
め
さ
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
』
と
〔
塔
察
児
が
〕
上
奏

し
て
き
て
い
ま
す
。
諸
王
た
ち
は
〔
鋪
馬
で
〕
行
か
せ
ま
し
ょ
う
、

と
〔
こ
の
問
題
に
つ
い
て
〕
議
論
い
た
し
ま
し
た
」
と
〔
中
書
省
の

お
歴
々
が
カ
ア
ン
に
〕
上
奏
し
た
と
こ
ろ
、
「
そ
の
よ
う
に
せ
よ
」

と
聖
旨
が
あ
っ
た
o
)

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
到
臆
す
る

『
経
世
大
典
」
苅
赤
門
の
記
事
は
『
描
赤
』
一
一
(
十
一
丁
右
)
至
元

十
六
年
五
月
二
十
日
に
あ
り
、
「
諸
王
作
悌
事
・
寓
経
等
、
取
運
物

色
。
合
無
減
省
給
騨
。
今
議
並
依
己
行
」
と
あ
る
。
前
者
の
「
好

事
」
の
語
は
、
後
者
の
「
備
事
」
に
釣
廃
し
て
い
る
。
な
お
「
起

建
」
は
何
ら
か
の
設
備
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
「
起
建
具

迭
」
と
は
道
場
な
ど
を
建
て
て
、
備
事
を
執
り
行
っ
た
こ
と
を
一
百
う

も
の
で
あ
ろ
、
つ
。

(
日
)
「
姑
赤
』
六
(
八
丁
右
)

0

(

延
祐
)
一
二
年
正
月
十
四
日
、
都
功
徳

使
輩
箕
乞
刺
思
姑
班
奏
奉
聖
旨
、
「
捌
思
羅
師
父
・
門
徒
峻
南
監
蔵
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者
、
欲
回
采
甘
思
之
地
。
本
併
毎
年
率
三
十
衆
、
位
同
朕
起
建
具
迭
好

事
一
月
。
其
令
省
部
副
酌
、
雁
副
鋪
馬
以
行
」
o

兵
部
議
得
、
所
索

鋪
馬
、
別
無
欽
賛
御
賓
聖
旨
。
具
呈
都
省
給
降
。

(ロ
)

[

A

]

の
案
件
が
出
さ
れ
た
首
時
、
中
央
に
お
け
る
結
赤
管
理
機

闘
は
兵
部
で
あ
っ
た
。
姑
赤
管
理
街
門
の
愛
逗
に
つ
い
て
は
羽
田
一

九
O
九
、
二
一
ー
ー
一
三
頁
/
羽
出
一
九
三

O
、
五
二
|
五
九
頁
参
照
。

(
日
)
苅
赤
の
利
用
、
す
な
わ
ち
宿
舎
・
食
糧
・
鋪
馬
の
支
給
を
許
可
す

る
詮
明
書
と
し
て
、
鋪
馬
聖
旨
・
鋪
馬
令
旨
・
鋪
馬
剤
子
が
あ
り
、

設
給
主
慨
に
よ
っ
て
名
栴
は
異
な
る
。
こ
の
詮
明
書
と
地
位
・
資
格

を
明
示
す
る
牌
[
後
掲
註
(
お
)
参
照
]
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て
姑
赤
を
利
用
で
き
た
[
羽
田
一
九
O
九
、
一
四
頁
/
松
田

二
0
0
0、
一
回

O
頁
]
o

ま
た
、
鋪
馬
聖
旨
は
御
賓
が
捺
さ
れ
て

い
る
の
で
御
賓
聖
旨
と
も
呼
ば
れ
る
[
黛
二

O
O
六
、
一
一
一
一
頁
]

0

(
M
)
ペ
ル
ギ
ウ
l
セ
ル
(
ロ
司
己
m
ヨィ
ι
N
O
H
)
0

(
日
)
サ
ム
テ
ン
(
出
回
日
B
m
gロ)。

(
時
)
リ
ン
チ
エ
ン
タ
ク
(
何
百
円
}
見
出
問

E
四
回
)

0

(
げ
)
『
姑
赤
』
六
(
八
丁
右
)
。
(
延
祐
三
年
)
四
月
十
二
日
、
丞
相
阿

散
・
平
章
李
這
復
・
冗
伯
都
刺
生
寸
奏
、
「
班
吉
斡
節
児
議
主
之
下
三

丹
議
主
有
疾
、
奉
己
円
令
同
輩
員
乞
刺
思
師
父
回
選
西
番
。
三
丹
及
其

徒
共
四
人
起
鋪
馬
四
匹
。
又
朔
思
羅
師
父
・
徒
弟
唆
南
監
裁
等
六
人

起
馬
六
匹
。
都
省
見
存
鋪
馬
聖
己
円
不
敷
。
H

右
輿
此
館
、
亦
難
拘
牧
。

合
無
定
擬
西
番
回
倍
。
今
翰
林
院
副
酌
捧
節
、
語
馬
聖
旨
輿
之
」

0

奉
旨
准
。
都
省
欽
依
施
行
。

(
時
)
黛
二

O
O
六
、
二
二
五
頁
、
註
一
は
本
案
件
を
引
き
、
使
者
が
翰

林
院
か
ら
で
は
な
く
、
直
接
中
書
省
か
ら
鋪
馬
聖
旨
を
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
た
と
い
う
。
チ
ユ

1
ロ
一
行
が
中
書
省
保
有
の
鋪
馬
聖
旨

を
典
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
遁
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
同
書
二
二
二
頁
で
は
、
同
じ
く
本
案
件
を
引
き
、
チ
ベ
ッ
ト
に
戻

る
信
に
は
諸
王
・
尉
馬
な
ど
と
同
様
に
、
中
書
省
を
経
ず
に
翰
林
院

か
ら
直
接
鋪
馬
聖
旨
を
護
給
さ
れ
る
、
と
解
轄
し
て
い
る
。
本
案
件

は
チ
ベ
ッ
ト
倫
に
釣
し
、
中
室
田
省
保
有
の
鋪
馬
聖
旨
を
支
給
す
る
と

い
う
方
法
を
や
め
、
翰
林
院
が
検
討
し
た
上
で
護
給
す
る
と
い
う
方

法
に
一
本
化
し
た
規
定
と
し
て
理
解
す
る
の
が
安
蛍
だ
ろ
う
。
一
般

の
使
臣
は
中
書
省
・
兵
部
な
ど
の
検
討
を
経
た
上
で
ベ
ル
ケ
が
作
成

さ
れ
、
翰
林
院
か
ら
鋪
馬
聖
己
円
が
愛
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本

文
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
チ
ベ
ァ
ト
信
の
場
合
、
中
書
省
で
の

検
討
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
結
は
通
常
の
使
臣

よ
り
も
鋪
馬
聖
己
円
護
給
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
が
緩
め
ら
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
憎
の
結
赤
利
用
に
お
け
る
優
遇
措
置
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
刊
日
)
タ
ク
パ
ベ
ル

(ogm臼
七
日
仏
間
}
印
]

)

0

(
初
)
「
姑
赤
』
六
(
五
丁
右
)
。
(
延
祐
元
年
十
月
二
十
七
日
)
是
日
、

中
書
省
又
奏
、
「
西
香
借
乞
刺
思
八
班
等
六
人
、
一
川
起
鋪
馬
十
一
匹

赴
都
。
今
欲
回
還
、
止
有
三
人
、
復
索
一
花
来
馬
数
。

(
幻
)
ギ
ヤ
ワ
サ
ン
ポ
(
月
間
可
出
寸
白
寸
N
出
口
問
唱
。
)

0

(
勾
)
「
姑
赤
』
六
(
十
丁
右
)
o

延
一
両
四
年
九
月
。

(
お
)
「
坊
赤
』
五
(
五
丁
右
)
。
(
大
徳
十
年
)
五
月
十
日
、
通
政
院
使

察
乃
言
、
「
迩
西
姑
赤
不
便
。
自
大
徳
九
年
至
十
年
正
月
、
西
番
節

績
差
来
西
借
入
百
五
十
鈴
人
、
計
乗
鋪
馬
一
千
五
再
四
十
七
疋
。
至

甚
頻
数
。

ρhυ 
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(μ)

『
姑
赤
』
二
(
三
丁
左
)
。
一
、
照
依
奮
例
、
経
過
使
臣
、
開
具

各
位
下
姓
名
、
井
鋪
馬
数
日
、
費
撃
是
何
官
司
起
馬
蒙
士
円
字
削
子
、

従
某
庭
前
往
某
慮
、
幹
排
是
何
公
事
。
各
苅
毎
季
法
冊
、
申
報
総
管

府
、
不
遇
次
月
初
十
日
以
裏
申
部
。
な
お
羽
田
一
九

O
九
、
一
五
頁

は
『
大
元
聖
政
園
朝
典
章
』
三
十
六
、
兵
部
巻
三
、
結
亦
、
立
姑
赤

候
格
を
引
則
す
る
が
、
「
姑
赤
』
二
の
こ
の
文
章
の
ほ
う
が
や
や
詳

1
)

い。

(
お
)
前
掲
註
(
ロ
)
参
照
。

(
お
)
結
赤
利
用
特
権
を
一
不
す
メ
ダ
ル
扶
の
身
分
誼
。
固
牌
と
も
稽
す
。

羽
田
一
九
三

O
、
九
一
一
一
四
頁
/
黛
二

O
O
六
、
一
九
六
二

O
八
頁
参
照
。
黛
も
指
摘
す
る
が
、
固
符
/
岡
牌
の
現
物
は
西
成
自

治
匝
夕
、
ン
ル
ン
ポ
寺
に
現
存
し
、
こ
れ
は
本
史
料
が
言
、
つ
よ
う
な

「
余
字
」
で
あ
る
。
西
寂
自
治
匝
棺
案
館
(
編
)
『
西
戴
歴
史
槍
案

蒼
粋
』
文
物
出
版
壮
、
一
九
九
五
年
、
国
版
七
参
照
。

(
幻
)
『
一
万
史
』
巻
二

O
二
、
緯
老
惇
(
中
華
書
局
、
四
五
二
二
頁
)

0

泰
定
二
年
、
西
蓋
御
史
李
昌
一
一
一
白
、
「
営
日
経
卒
涼
府
・
静
・
曾
・
定
西

等
州
、
見
西
番
街
旧
侃
金
字
国
符
、
絡
緯
蓮
途
、
馳
騎
累
百
、
惇
会
白
至

不
能
容
、
則
伎
館
民
舎
、
因
泊
一
逐
男
子
、
好
汚
女
婦
。
奉
元
一
路
、

自
正
月
至
七
月
、
往
返
者
育
八
十
五
次
、
用
馬
至
人
工
円
四
十
鈴
匹
。

較
之
諸
王
・
行
省
之
使
、
十
多
六
七
o

(
後
略
)
」

0

(
お
)
『
苅
赤
』
二
、
至
元
十
三
年
七
月
(
八
J
左
九
丁
右
)
な
ど
。

(
鈎
)
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
ヵ
ア
ン
を
は
じ
め
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
の

帝
師
と
チ
ベ
ッ
ト
悌
教
に
封
す
る
隼
崇
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

苅
赤
利
用
に
お
い
て
チ
ベ
ッ
ト
信
は
、
特
権
的
利
則
者
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
併
は
カ
ア
ン
を
は
じ
め
と

す
る
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
、
ひ
い
て
は
園
家
の
た
め
に
備
事
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
チ
ベ
ッ
ト
借
も
「
公
」
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と

も
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
位
相
は
一
般
の
官
街
で
働
く
官
員
た
ち

と
は
異
な
り
、
よ
り
カ
ア
ン
の
心
理
的
・
物
理
的
に
近
い
所
に
位
置

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
の
資
金
提
供
を
、
つ
け
て

活
動
す
る
オ
ル
ト
ク
商
人
も
、
官
位
を
持
た
な
い
け
れ
ど
も
、
チ
ベ

ッ
ト
信
と
同
様
に
特
権
を
享
受
し
て
姑
赤
利
用
を
し
て
い
た
[
四
日

市
二

O
O
六
、
二
一
頁
]
o

こ
の
貼
で
、
チ
ベ
ッ
ト
借
と
オ
ル
ト
ク

商
人
は
同
様
の
位
相
に
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

卜
ト
カ
ス
ン

(
初
)
脱
脱
禾
孫
は
、
重
要
な
地
貼
の
結
赤
に
置
か
れ
た
官
員
で
あ
り
、

結
赤
利
用
者
の
規
定
違
反
を
取
り
締
ま
っ
た
。
初
同
一
九
三

O
、
七

。
|
七
一
一
良
/
松
田
二

0
0
0、
一
四
O
頁
参
照
。

ウ
ラ

1
チ

(
況
)
冗
刺
赤
は
鋪
馬
を
ひ
い
て
次
の
姑
赤
へ
引
、
会
す
る
馬
夫
。
初
同
一

九
三

O
、
六
八
|
七

O
頁
参
照
。

(
お
)
「
姑
赤
』
四
(
十
一
丁
左
十
二
丁
右
)
o

大
徳
元
年
四
月
、
太

原
路
腕
脱
禾
孫
ニ
一
日
、
「
本
路
苅
赤
、
東
接
員
定
、
南
至
卒
陽
、
四
達

之
路
o

(

中
略
)
比
年
鋪
馬
損
発
、
姑
戸
困
窮
。
其
西
番
信
使
、
騎

駄
重
者
二
三
百
斤
、
軽
者
不
下
百
五
十
斤
。
又
一
ん
刺
赤
、
馬
後
附
物
、

常
行
馳
駿
。
今
後
乞
従
脱
脱
禾
孫
及
布
一
目
量
定
、
毎
馬
許
載
百
斤
、

非
急
務
不
得
馳
走
。
庶
望
姑
赤
少
珪
」
。
都
省
準
擬
。
遁
行
合
属
、

依
上
施
行
。

(
お
)
「
鋪
馬
一
頭
あ
た
り
の
積
載
量
は
百
斤
ま
で
」
と
い
う
規
定
は
、

管
見
の
限
り
こ
の
大
徳
元
年
の
記
事
が
初
出
で
あ
る
。
な
お
、
「
便

覧
風
の
法
典
」
と
安
部
健
夫
に
よ
っ
て
評
債
さ
れ
て
い
る
『
成
憲
綱

要
』
[
安
部
一
九
二
二
、
二
七
四
百
八
、
註
六
]
で
は
、
鋪
馬
の
積
載
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重
量
を
百
斤
ま
で
と
す
る
規
定
が
大
徳
十
年
の
通
政
院
の
呈
文
の
中

に
見
出
さ
れ
る
(
『
騨
結
』
一
[
五
J
右

左
]

)

0

(
引
出
)
史
料

[G]
が
書
か
れ
た
成
宗
テ
ム
ル
の
大
徳
一
冗
(
一
二
九
七
)

年
頃
の
チ
ベ
ッ
ト
は
、
百
十
元
二
十
九
(
一
二
九
二
)
年
に
中
山
人
チ
ベ

ッ
ト
で
勃
愛
し
た
大
戦
乱
「
デ
イ
ク
ン
パ
の
乱
」
が
終
息
し
て
お
り

[
乙
坂
一
九
八
六
、
六
一
頁
]
、
政
治
的
に
は
安
定
期
に
入
っ
て
い

る
。
ま
た
、
『
一
花
史
』
成
宗
本
紀
の
大
徳
元
年
の
記
事
中
に
は
、
チ

ベ
ッ
ト
内
部
の
ド
メ

l
の
十
三
拍
・
ド
カ
ム
の
十
九
姑
に
針
す
る
援

助
の
記
事
が
見
え
る
が
(
『
元
史
』
成
宗
本
紀
二
、
大
徳
元
年
六
月

丙
辰
の
僚
、
十
月
戊
午
の
候
。
乙
坂
一
九
九

O
、
五
八
頁
)
、
こ
れ

は
チ
ベ
ッ
ト
信
の
チ
ベ
ッ
ト
・
渓
地
聞
の
往
来
が
増
え
た
た
め
、
チ

ベ
ッ
ト
在
地
の
結
赤
も
疲
弊
し
た
と
い
う
事
賓
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ

う
。
『
描
赤
」
中
に
お
い
て
、
大
徳
年
間
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
に
関
わ
る

案
件
は
比
較
的
多
く
(
本
稿
中
で
取
り
上
げ
る

[
D
]
[
G
]
[
H
]

も
大
徳
年
間
の
案
件
で
あ
る
)
、
こ
の
時
期
の
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞

の
交
通
は
活
溌
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

(
お
)
前
掲
註
(
釦
)
参
照
。
兵
部
止
給
八
匹
、
施
駄
過
重
。
行
至
添
州
、

一
局
監
察
所
劾
、
毎
駄
稽
斤
一
百
七
十
。
事
ド
刑
部
『
詞
伏
擬
杖
六
十

七』」
o

宣
政
院
官
俺
普
一
一
百
子
上
目
、
「
是
倫
遠
来
、
所
持
嚢
墓
菜
、
乃

上
所
賜
物
也
。
以
此
過
重
、
請
増
鋪
馬
三
匹
、
迷
令
回
去
」
o

奉
旨

準
。
又
奏
、
西
番
信
人
駄
子
定
制
、
「
一
百
斤
之
上
、
勿
令
負
載
』

0

今
所
駄
遇
制
、
多
索
鋪
馬
三
川
。
罪
蛍
六
十
七
。
臣
位
一
寸
以
魚
崎
旧
人
権

擬
克
罪
、
多
索
鋪
馬
、
不
可
復
給
。
若
有
御
賜
之
物
、
則
従
騨
停
、

毎
駄
不
過
一
百
斤
、
其
鈴
飯
睦
之
貨
、
不
得
以
官
力
行
」
o

上
日

「可」
o

な
お
「
西
番
偉
人
駄
子
定
制
」
は
具
程
的
に
は
、
史
料

[G]
そ
の
も
の
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
前
掲
註
(
ロ
)
参
照
。

(
幻
)
史
料

[
C

一
一
]
は
仁
宗
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
の
延
祐
一
川
(
一
一
一
一
一

四
)
年
の
も
の
で
あ
る
。
中
央
チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
江
南
に
流
さ
れ
て

い
た
パ
ク
パ
の
オ
イ
で
あ
る
サ
ン
ポ
ペ
ル
が
サ
キ
ヤ
に
婦
還
し
、
サ

キ
ヤ
寺
の
座
主
に
就
い
て
す
で
に
八
年
が
経
過
し
て
い
る
[
乙
坂
一

九
八
九
、
三

O
頁
]
o

こ
の
時
期
も
チ
ベ
ッ
ト
本
土
の
政
治
情
勢
は

安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
延
楠
元
年
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
在
地
の
姑
赤

が
疲
弊
し
た
た
め
、
政
府
に
よ
っ
て
援
助
が
な
さ
れ
る
記
事
が
『
拍

赤
』
六
(
二
丁
左
三
丁
右
)
延
茄
元
年
四
月
一
一
一
日
の
案
件
に
見
え

る
(
『
元
史
」
巻
二
五
、
仁
宗
本
紀
二
、
延
柿
元
年
四
月
丁
亥
の
係
、

乙
坂
一
九
九

O
、
五
八
頁
も
参
照
)
。
さ
ら
に
史
料

[
C

一
己
の

直
後
に
記
さ
れ
る
『
姑
赤
』
六
(
五
丁
右
)
、
延
結
元
年
十
月
ロ
ル
月

の
案
件
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
憎
の
苅
赤
利
用
が
多
く
、
漢
地
の
保
定
・

中
(
出
)
[
山
]
・
員
定
な
ど
の
苅
戸
が
消
耗
し
て
い
る
こ
と
、
ト
ト

カ
ス
ン
に
過
積
載
を
最
し
く
取
り
締
ま
ら
せ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
前
掲
註
(
弘
)
で
は
大
徳
年
間
の
チ
ベ
ッ
ト
借
に
闘
わ
る
記
事

が
「
姑
赤
』
に
多
く
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
が
、
延
一
桁
年
間
も
同
様

に
多
く
見
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
(
本
稿
中
で
は

[
A
]
[
B
]
[
C
]

が
延
一
両
年
間
の
も
の
で
あ
る
)
o

蛍
該
時
期
の
チ
ベ
ッ
ト
・
漢
地
聞

の
往
来
が
活
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。

(
お
)
チ
ベ
ッ
ト
信
た
ち
は
描
赤
設
置
の
鋪
馬
だ
け
を
利
用
し
て
往
来
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
結
亦
』
四
(
十
六
丁
左
十
七
丁
右
)

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
「
(
大
徳
六
年
正
月
)
二
十
二
日
、

通
政
院
使
察
乃
等
奏
、
『
諸
使
及
西
番
借
入
、
所
遇
措
赤
、
就
乗
鋪

。。
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馬
、
復
将
常
行
(
巳
)
[
己
]
馬
、
需
求
努
粟
。
合
無
禁
止
」
o

聖
旨

『
勿
典
之
。
可
也
』
o

省
院
欽
依
、
移
苔
行
省
施
行
」

0

「
巳
」
字
は

「
己
」
に
校
訂
し
て
解
皿
押
し
た
。
ま
た
、
「
常
行
」
の
語
は
、
「
常
行

己
馬
」
で
「
私
馬
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
チ
ベ
ァ
ト

信
た
ち
が
鋪
馬
に
乗
っ
て
い
る
上
、
向
分
の
馬
も
引
き
連
れ
て
移
動

し
て
い
る
明
詮
で
あ
る
。
彼
ら
は
各
姑
赤
で
自
分
の
馬
の
餌
を
も
要

求
し
て
い
る
よ
う
に
、
機
舎
さ
え
あ
れ
ば
チ
ベ
ッ
ト
信
た
ち
は
姑
赤

の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
最
大
限
受
け
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。

こ
の
記
事
は
節
略
さ
れ
た
形
で
『
成
憲
綱
要
』
「
長
行
馬
」
大
徳
六

年
正
月
二
十
三
日
の
係
(
『
騨
結
』
一
、
二
十
四
丁
右
)
に
も
見
え

る。

(
ぬ
)
『
姑
赤
』
四
(
十
五
丁
左
)
。
(
大
徳
五
年
)
十
一
月
、
保
定
路
定

阻
ハ
躍
言
、
「
本
拙
見
設
車
一
十
五
柄
、
輪
流
遮
達
、
不
曾
少
休
。
(
中

略
)
醤
拍
略
琴
、
八
月
二
日
至
二
十
三
日
、
御
位
下
来
使
、
及
茶
忽

同
県
妃
子
位
下
、
紗
車
摩
付
過
一
百
絵
柄
、
於
内
再
雇
民
車
四
十
図
柄
。

遁
負
紗
錠
、
卒
無
所
措
。
又
有
西
香
迭
布
施
回
車
七
十
五
柄
添
州
績

運
。
方
去
西
番
塗
布
施
車
五
十
徐
摘
。
即
今
庭
付
不
敷
。
非
徒
快
事
、

誠
恐
姑
戸
逃
亡
、
陪
照
廃
騨
運
。
乞
匡
庭
事
」
0

(

後
略
)
。

(
羽
)
な
お
、
車
鞠
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
布
施
の
輪
、
乏
に
関
し
て
、
松

同
二

0
0
0
、
一
四
一
頁
は
「
大
都
か
ら
奉
元
(
l
長
安
)
ま
で
に

設
立
さ
れ
た
車
結
は
、
チ
ベ
ッ
ト
悌
教
の
憎
の
物
資
輸
送
用
で
あ

る
」
と
い
う
が
、
こ
の
事
賓
を
明
示
す
る
史
料
は
管
見
の
限
り
見
蛍

た
ら
な
い
。
問
題
の
垣
間
に
お
け
る
車
地
設
置
に
つ
い
て
は
、
『
姑

赤
』
四
(
十
七
丁
右
十
八
丁
右
)
、
大
徳
六
年
正
月
の
案
件
参
照
。

(
剖
)
前
掲
註
(
お
)
参
照
。
縞
照
、
大
都
百
七
衛
輝
二
十
二
祐
、
若
将
此
等

回
程
西
借
、
従
水
騨
以
遠
街
輝
、
人
則
換
馬
、
物
則
行
車
、
従
本
院

官
、
更
相
提
調
起
務
、
脱
腕
禾
孫
所
至
時
間
験
、
庶
幾
減
省
鋪
馬
、
苅

戸
少
魁
。
又
拍
車
毎
柄
載
物
一
千
斤
、
馬
負
不
遇
百
斤
o

(

後
略
)
」

0

十
四
日
、
以
察
乃
陳
奏
準
型
己
円
。
遁
行
合
属
、
依
上
施
行
。

(
必
)
こ
の
規
定
は
「
成
憲
綱
要
」
「
西
信
船
馬
」
(
『
騨
拍
』
一
、
二
十

二
丁
左
)
大
徳
十
年
五
月
の
僚
に
も
節
略
さ
れ
た
形
で
牧
録
さ
れ
る
。

(
必
)
「
姑
赤
』
二
(
十
四
丁
左
)
、
至
元
十
八
(
一
二
入
会
)
年
九
月

の
案
件
か
ら
は
、
東
平
路
在
城
姑
の
鋪
馬
が
、
重
量
の
あ
る
荷
物
を

輸
送
す
る
こ
と
で
頻
繁
に
損
傷
し
、
そ
れ
ゆ
え
官
物
は
船
・
車
で
輪

迭
す
る
方
式
に
切
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
結
赤
』

一
一
一
(
十
二
丁
左
)
、
至
一
川
二
十
六
(
一
二
八
九
)
年
七
月
十
二
日
の

案
件
で
は
水
姑
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
臨
清
に
設

置
さ
れ
て
い
た
拍
車
を
廃
止
し
、
拍
車
を
負
捨
し
て
い
た
拙
戸
を
船

戸
に
愛
更
さ
せ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。

(
叫
)
「
姑
赤
』
四
(
九
丁
有
)
、
歪
元
三
十
(
一
二
九
三
)
年
是
年
の

案
件
に
は
物
資
輸
送
に
つ
い
て
、
「
今
後
合
無
白
初
起
程
、
如
遇
水

路
、
従
舟
起
運
、
呆
値
陸
程
隆
這
、
以
馬
接
運
、
及
至
平
川
、
復
以

車
力
済
之
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
地
理
欣
況
に
幅
応
じ
た
船
・
馬
・

車
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

(
必
)
「
姑
赤
』
四
(
六
丁
右
)
、
豆
元
二
十
九
(
一
二
九
二
)
年
九
月

の
案
件
で
は
、
懐
孟
路
か
ら
衛
州
ま
で
、
朝
廷
に
運
ぶ
べ
き
重
量
の

あ
る
物
資
を
船
で
輸
迭
す
れ
ば
、
毎
年
八
百
飴
錠
を
節
約
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
河
の
流
れ
に
沿
っ
た
輸
迭
が
可
能
な
場
合
、

船
と
車
と
を
比
べ
る
と
、
車
の
方
が
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
姑
赤
』
四
(
十
七
丁
左
)
、
大
徳
六
(
二
二

O
二
)
年
正
月
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の
案
件
で
は
、
街
州
か
ら
朝
廷
ま
で
「
金
銀
賓
貨
紗
白
巾
、
及
び
急
需

の
物
」
は
車
輔
に
よ
っ
て
輸
送
し
、
そ
の
他
の
重
量
が
あ
っ
て
、
ゆ

っ
く
り
運
ん
で
も
問
題
の
無
い
も
の
は
船
で
輸
送
す
べ
き
こ
と
が
遮

べ
ら
れ
る
。
船
運
で
は
河
の
流
れ
に
逆
ら
え
ば
速
度
が
出
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
車
の
方
が
船
よ
り
も
速
く
輸
送
で
き

る
と
い
え
る
。
な
お
「
金
銀
賓
貨
紗
吊
」
が
車
で
運
ぶ
べ
き
だ
と
さ

れ
た
の
は
、
「
速
く
運
ぶ
べ
き
も
の
」
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
が
高
債
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

船
の
方
が
安
全
面
で
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

(
必
)
車
運
に
関
連
し
て
『
政
憲
綱
要
』
「
西
信
船
馬
」
に
は
、
荷
物
を

鋪
馬
三
頭
以
上
に
載
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
鋪
馬
で
は
な
く
車
鞠
を

利
用
す
べ
き
と
す
る
大
徳
七
(
二
二

O
一
二
)
年
の
規
定
が
見
え
る

(
『
騨
姑
』
一
、
二
十
二
丁
左
/
黛
二

O
O
六
、
二
四
二
頁
て
あ
る

い
は
、
賓
際
に
は
チ
ベ
ッ
ト
備
が
主
髄
と
な
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
車

輔
に
よ
る
輸
迭
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
問
題
が

あ
ま
り
愛
生
し
な
か
っ
た
た
め
、
史
料
に
時
四
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鋪
馬
へ
の
過
積
載
問
題
が
愛
生
し
積
け
た
理

由
を
考
え
る
に
は
、
速
度
な
ど
の
車
運
の
持
つ
問
題
鮪
に
注
目
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

(
幻
)
『
苅
赤
』
二
(
十

I
左
|
十
一
丁
右
)

0

一
言
、
民
戸
及
諸
王
布

施
之
物
、
有
給
鋪
馬
行
者
。
今
議
諸
王
布
施
、
許
起
鋪
馬
、
其
徐
情

人
、
母
得
給
騨
。

(
必
)
『
苅
赤
』
二
(
十
一
丁
右
)
今
言
、
土
鉢
地
差
去
使
臣
、
除
元
米

鋪
馬
定
数
外
、
復
将
大
王
・
岡
師
鋪
馬
文
書
物
件
以
行
。
臣
等
議
得
、

元
来
鋪
馬
文
書
己
上
、
不
令
増
給
。
な
お
「
土
鉢
」
は
チ
ベ
ッ
ト
を

指
す
。

(
必
)
「
姑
赤
』
一
一
(
十
丁
左
)
。
一
二
日
、
只
必
銭
木
児
王
位
下
使
臣
、

己
給
鋪
馬
抵
慮
外
、
其
長
行
馬
匹
、
復
索
努
粟
一
伯
頓
等
物
。
今
後
似

此
者
、
勿
得
支
奥
。
な
お
、
こ
の
規
定
、
及
び
前
掲
註
(
幻
)
・
(
必
)

で
引
用
し
た
規
定
は
、
前
掲
註
(
日
)
で
引
用
し
た
規
定
と
同
時
に
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
叩
)
「
姑
赤
』
五
(
四
丁
左
五
丁
右
)
。
大
徳
十
年
正
月
三
十
H
。

(
日
)
「
姑
赤
』
六
(
六
丁
右
)
o

延
祐
二
年
二
月
二
十
四
日
。

(
臼
)
『
苅
赤
』
六
(
十
六
丁
右
)
o

天
暦
二
年
十
一
月
二
十
七
日
。

(
臼
)
布
施
の
輸
迭
と
は
別
の
面
か
ら
も
、
チ
ベ
ッ
ト
惜
の
往
来
を
評
債

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
本
二

O
O
五
、
二
二

O

二
二
三
頁
で
指

摘
し
た
よ
う
に
、
大
元
ウ
ル
ス
の
歴
史
を
記
し
た
『
イ
ェ
ケ
リ
ト
プ

チ
ア
ン
』
な
る
書
物
は
チ
ベ
ァ
ト
に
も
た
ら
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
語
史

料
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
王
統
に
閲
す
る
記
述
の
典
擦
に
な
っ
た
。

こ
の
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
借
の
往
来
は
、
漠
地
で
編
纂
さ
れ
た
書
物
の

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
惇
播
に
も
寄
興
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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TIBET IN THE AGE OF THE MONGOLS: THE ROLE OF THE JAMe]
AND TRAVEL BETWEEN TIBET AND CHINA PROPER

YAMAMOTO Meishi

In order to understand society in Mongol times, clarifying the situation in Tibet

and the role of Tibetan monks is a critical issue. Most previous studies of this

period have focused on government organizations concerned with Tibet, such as

the Department for Buddhist and Tibetan Affairs 'g Ifj( ~1C, and the Imperial Pre

ceptor *am. This article adopts an innovative point of view, using the study of

travel in an effort to focus on Tibet in this period and actual activities of Tibetan

monks. There are many records related to Tibet monks in a group of documents

concerning the famci, post station system during the Mongol period that are in

cluded in Yongle dadian 7k~*~. These records have not been used sufficiently

in the past, but on the basis of a thorough analysis of these records, this article

examines the travel of Tibetan monks between Tibet and China proper, and

addresses the activities of Tibetan monks, other than the Imperial Preceptor, dur

ing this period.

First, in regard to the travel of Tibetan monks between Tibet and China prop

er, I concretely clarify the scope of one such group in terms of number of mem

bers and number of annual trips, and prove that contemporary people were con

scious of the frequency of the trips. Next, I examined the shipment of Tibetan

goods that employed the post horses, vehicles, and boats set up in the ]amci sys

tem and prove that the most of the goods were offering. The vast amount of

offering proffered to Tibetan Buddhists by the Mongol royal house had been esti

mated to a certain extent, but the argument has seldom been based on clear fac

tual evidence from original sources. By focusing on these shipments, this article

makes clear aspects of the flow of offerings from China proper into Tibet.

Buddhism had been brought to the ruling class in China proper from Tibet, and

as a result the foundation for the structure of the flow of wealth into the Tibetan

sphere in the form of offerings was readied in the Mongol period. Although this

fact had generally been hypothesized, there had been little recognition of the role

of offerings. By focusing on the communication between Tibet and China proper

during this period, this article has pointed out the basic evidence needed for an

understanding of its composition.
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